
－１３－ 

発   言   者  議                              事  

 〔３月１０日〕  

委 員 長   皆さん、おはようございます。  

委 員 長   ただいまの出席数は９名であり、定足数に達しておりますので、昨日に続き会議を開きます。

（１０：００）  

委 員 長   直ちに審議に入ります。  

委 員 長   １０款地方交付税、３０ページ。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、１１款交通安全対策特別交付金について、３１ページ。  

委 員 長   ありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、１２款分担金及び負担金について、３２ページから３３ページ。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ３２ページの民生費負担金の中の児童福祉費負担金の中の学童保育料負担金、これについて１

名当たり幾らなのか。それと、館、鶉、厚沢部、これどこも同じ単価だと思うんですけれども、

それが同じかどうかということと、全体の児童が何人いて、何人がこの学童保育に通っているの

かということをお聞かせ願いたいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   学童保育の負担の金額なんですが、１人１か月６，０００円になっております。２人以上のと

ころは３，９００円ということで単価が違いますが、３つの厚沢部、館、鶉それぞれの学童で金

額は同じになっております。  
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 今、新しくこれから入る希望を取った結果、厚沢部は３２名、鶉は１１名、館は２１名という

ことで希望のほうを取っております。  

 以上です。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   大体分かりましたけれども、全体の生徒数は何人いるのかだけ説明してください。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   先ほど述べた人数がそれぞれの学童の人数になるんですが、もう一度、厚沢部は３２名、鶉が

１１名、館が２１名になる予定です。  

委 員 長   教育委員会事務局長  

教育委員会事務局長  学校の生徒数ということで、厚沢部小学校で４年度ですけれども１０５名、鶉で１９名、館で

３９名、あと、中学校７５名ということで今押さえております。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   今の人数、大体聞いて分かったんですけれども、１人６，０００円ということで、これは

６，０００円もらう根拠とか、そういうものはあるんでしょうか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   学童保育に預かる子どもさんの時間は、それぞれ学校が終わってから５時１５分までという期

間になりますし、春休み、夏休み、冬休み、長期間のところは朝の８時半から１日お預かりする

というのが学童保育の時間です。その間でおやつを出したりですとか、教材費等も含めてですけ

れども、主にはおやつ代がこの６，０００円の中に含まれています。  

委 員 長   ７番、上戸委員  
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上 戸 委 員   １人６，０００円、２人目から３，０００円幾らとかというふうなことで、これが高いのか安

いのかということは一概に言えないかも分かりませんけれども、２人もし子どもがいて通わせる

といったら結構な負担になるのかなというようなことを考えていますけれども、もう少し下げる

とかというふうな、下げても大丈夫だと思うんですけれども、そういう考え方は持ち合わせてい

ないでしょうか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   この金額はここ何年間変わらなく来ていますが、いろいろ１か月１人当たりを計算しまして妥当

なところということでの金額です。例えば毎日通わず、例えば１か月の中で半月、１０日間とか、

そういう日数で通っている場合は日割りで計算していますので、１か月毎日に通って６，０００

円ということで計算しておりますし、保護者の方にも御理解をいただいております。この学童保

育は、当初今この３月に説明会を各地域の中で丁寧にやっております。その中でも説明をしなが

ら理解をいただいているというので、この金額は当分この金額で考えております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   ちょっと、課長、関連あるんでお聞きしたいんですけれども、館小は従来、放課後子ども教室

ということで教育委員会のほうで主催してやっていたんですけれども、この予算見ますと学童保

育と民生費の中で見ているわけですから、いつこのようになったのか、その経緯といいますか、

学童保育のほうになった経緯を説明していただきたいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   今議員がおっしゃるように、館地区はなかよし教室ということで学童も一緒にやりながら、そ

ちらのほうもやっていたのが令和２年度まででした。令和３年度から３地区一同の学童保育とい
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う形で今現在行っております。  

 館地区に関しては教育委員会の管轄で予算的にもなかよし教室をやっていた経過があるんです

が、当時の学童の人数ですとかいろいろなところで館地区がそこをやっていて、この令和３年度

からはもう一本化、どの地区でも同じ学童保育ということでの統一性を持ってやっております。

ですので、これに至っては館の地域の方が、なかよし教室は預かりというよりは学校が終わった

後にその教室にどのお子さんも行けるような形でしたので、そのあたりは館地域の保護者の方に

は十分説明をした上でこういう形でということで御理解をいただいて学童保育一本化、３地区同

じ形にした経過があります。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   この事業、そしたら町主導で学童保育のほうに移したというふうに取ってもいいんですか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   主導でと言われると主導だと思うんですが、やはり地区によってそれぞれ違うという環境では

なく同じ条件と同じ環境でというところで、３地区を学童保育一本化に令和３年度からした経過

があります。なので、館地域に関してはやはりなかよし教室でやっていた内容のところが多少あ

りますので、それを少しやりつつ学童保育のほうに移行していくという、３年度はそういう経過

を取っております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   前に何回が私は、この放課後子ども教室というのはすごく有意義であって、我々総務でも見に

いこうというようなことでいたんですけれどもコロナで見にいけなかったという中で、いつの間

にか学童保育のほうになったというのは、取組姿勢としてはすごくこっちのほうがよかったわけ
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ですので、それを町主導で今課長の説明ではしたということは大変残念な、逆に学童よりもなか

よし教室のほうにしたほうが子どもたちにとっては非常にいい教育を受けられるということで私

も見ていたんですけれども、大変残念なんですけれども。町長、これ町主導でこういうふうにし

たということは、何か納得できないんですよね。ということは、何かしらそこにそういう原因が

あっての学童保育というのであれば私も納得しますけれども、何かしら、町はなぜそういうふう

にいい教育をやめてこっちに移すというのはちょっと納得できないんですけれども、その辺納得

できる何か理由があるんであれば聞かせていただきたいなというふうに思います。  

委 員 長   町長  

町 長   中山議員も恐らく記憶があると思うんですけれども、学童保育、これは管轄する省が違う、文

科省と、それから厚労省と。これ当時から、学童保育やる際に厚労省の枠がないということで文

科省のほうに向かいながら、当時館のほうはこれでやると。ただ学童保育の設置については、当

時は１０人以下になった場合には閉鎖するというふうな規定がございました。しかし、鶉小では

もう完全な学童保育１０人以下になった段階で、町主導のこの学童保育を延長しようということ

で、当時は未満であっても今現在開設しているところで、そんな中で中身的にはほとんど同じ

と、指導員もそういうふうな中で文科省、厚労省同じような内容で進んできた経緯があるわけで

す。ですから、これは文科省、あるいは厚労省のほうに分けなくても一括で、町は同じ担当が扱

うわけですから、そういう中で統一すると、こういうふうなことでしております。  

 ただ、いかんせん保育所と違ってこれは任意の子どもを預けるという施設ですから、これはな

かなか全額町が免除するよと、保育所あるいは学校とちょっと違うニュアンスがあるものですか

ら、これ若干本当のおやつ代ぐらいの金は徴収するという当時からの考え方で進んでおります。  
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 ただ、中身、子どもたちの学童期間中のマニュアル、そういうものはそれぞれの学校でいろい

ろ研修させていますから、３か所全部同じような年もあるでしょうし、特別な計画する学校もあ

るでしょうし、この辺は今、中山議員が言われるように学校単位の中でのそういう工夫というも

のはそれぞれにしていただくという、そんなことで今進めているところです。  

 ですから、これ統一したから不便になった、離したから利便性があったと、そういうことには

関わってこない話です。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   今町長説明した中では、どうしてなかよし教室にできないんだという質問したときに、指導員

がきちっとしてないとできないよと、プログラムつくる中でも１週間のプログラムをきちっとつ

くる中でやっていくと、学童保育の場合と全く内容が違ってたんですね。それが教育委員会とし

てはその辺の進め方というのは、教育長に聞きたいんですけれども、どう学童保育とこのなかよ

し子ども教室との。今回こういうふうに、私は去年全く気がつきませんでした。でも、今年にな

って予算見たらこうなっていたものですから、なぜこうなったのかなというのが何か社会教育、

私も社会教育の委員やっていますので、その中でもちょっと気がつかなかったんですけれども、

いつの間にかこういうふうになったというのは何か納得できないんですけれども、私が聞いたと

きには、指導員がプログラムをつくってやらなければできないんだよということで、キーは指導

員だったんですよね。指導員が一生懸命子どもたちのためにということでやっていたんですけれ

ども、何かいつのまにか。その辺が何か理解できないんですよね。教育委員会としては、その辺

に移動するときに私たちにも全然教育委員にも、社会教育の委員の方々も説明していません、こ

れ。どこでどうなったのか、何かその辺の何かきっかけあったのか、何かちょっと今の説明の中
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では、私は何か変だなと。ましてや町主導でやったということは納得できないなというふうに思

います。  

委 員 長   教育委員会主幹  

教 育 委 員 会 主 幹   放課後子ども教室、これにつきましては、町長が言われたように、まず平成２１年度まで学童

保育ということで一本化でやってきております。２２年度から人数の関係で館はできませんよと

いうことで文科省のほうに事業に乗ってなかよし子ども教室、放課後子ども教室というのを教育

委員会所管で立ち上げたと。今回、実は一つ、文科省の補助金が少ないということと、学童に持

っていくと厚生労働省のほうの補助金が手厚いということがまず一つありまして、今回役場の機

構改革の中で学童保育所管を一本化して効率化しようという考えで、まず一本化しました。この

件については社会教育委員でも若干話題に出たかと思うんですけれども、ちなみにこれまで館の

学童、なかよし子ども教室のほうで外部講師を呼んだ体験型ですとか、そういった取組は今も続

いております。聞いている中では、若干今までよりはそういった回数は地域の意向によって減っ

ている部分があるんですけれども、現在も館の小学校では続いております。そして、厚沢部小学

校、鶉小学校の学童につきましては、地域の意向を聞きながら館と同じような取組を導入できな

いかどうか、今現在検討しているという状況だと承知しております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   そういうことであれば、今、館小でやっているなかよし教室の子どもたちの取組を、やはりい

いところは鶉小、厚沢部小学校の中での学童保育の中できちっとやっぱりいいところは継承して

いくというようなことを要望したいと思いますけれども、その辺にどう取り組むのか。  

委 員 長   保健福祉課長  
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保 健 福 祉 課 長   おっしゃるとおりです。館の今取り組んでいることを鶉、厚沢部にもできないかとか、あるい

は町内にあるこの３つの学童それぞれありますけれども、情報共有をするというような場を設け

て、いいところは取り入れていく、参考になるところはうちでもできるかなというような、そう

いう指導員たちの中の交流といいますか、そういうのも今まではなかったのが現状でした。なの

で、３年度はぜひそういう３地区、指導員が集まって情報共有をして、あるいは今まで実績があ

る指導員の助言をもらうなりをやろうと計画はしたんですが、なかなかコロナ禍もあり集まれな

く、若干それぞれの学童保育の中で自分たちのやり方というのもありまして、なかなかそこのち

ょっと壁もあるので、今年度から引き続き来年度も、ぜひこの３つの学童の情報共有をする場を

確実に設けて共有していきたいなと思っております。先ほど申し上げましたけれども、館のなか

よし教室から引き続いて今も外部講師を取り入れて、週３回のところを今は週１回とか回数を減

らしながら工夫しながら、館はできるだけ今までやっていたところを落とさないようにというこ

とで努力してやっていただいている経過もありますので、そのあたりも今後町内としてできるよ

うな形にしていけたらいいかなというふうに考えております。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ３２ページの総務費の負担金の関係で公営塾の利用者負担金が２４０万円計上されているんで

すが、まず、この積算根拠について、まず質問したいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   利用者負担の内訳といいますか金額の想定なんですが、今中学生から高校生までを塾生として

いますが、中学生１、２年生は月３，０００円、中学校３年生は５，０００円、高校生１年生、
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２年生、３年生は３，０００円ということで負担金を設定しております。  

委 員 長   ２番、答えになっていない、今の。もう一回。  

山 崎 委 員   １、２年生何千円じゃなくて積算根拠、何十人いて幾らだから幾らという説明しなかったら答

えになってないでしょう。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   ここに上げています予算の今の金額に掛けまして、中学生１、２年生は２５人掛ける１２か

月です。中学校３年生は５，０００円掛ける１９人の１２か月です。高校生１年生から３年生

３，０００円掛ける１０人を想定して１２か月を合わせた金額が２４０万円ということです。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   中学生から高校生まで塾に通われて勉学に励んでいる子どもたち、かなりの人数になるんです

ね。私はかつて全国で一律に行っております学力テストの結果、新聞報道なんか見ますと、こう

いう形で塾に通われている方がいい点数取るという、そういう報道を見まして、ぜひ厚沢部町で

も塾を開設していただきたいというようなことでずっと今までやって、それが３年前に塾がこう

いうふうにして開設されて、大変多くの子どもたちが通われています。ですから、中学生は５０

人近く、７５人いる学校の中で５０人近くがもう塾通いしているということなんです。  

 そこでお伺いしたいのは、令和３年度の学力テストの結果が中学校がかなりいい点数を取った

ということを実は委員会のほうで聞かされております。ある意味では３年生の塾通いしている、

子どもたちが塾通いしている、その成果がこういうような形で出てくるのかなと思ったりもして

いるんですが、教育の立場からその辺の考え方はいかがでしょうか。  

委 員 長   教育長  
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教 育 長   今、山崎議員がお聞きになっている点を確認させていただきながら、いわゆる塾に通っている

ことで中学校の生徒のいわゆる全国学力・学習状況調査の結果がこの好結果につながった原因で

あるということでよろしいですか。  

山 崎 委 員   私もよく分かりません。そういうふうな形で表れているのか、また別かもしれませんけれど

も、ただ新聞報道によると、かつては高い学力を結果として出したのは、やっぱり塾に行ってい

る子どもたちがいい成績だったということをちょっと報道されていた、そういう経過がありまし

たので、厚沢部町も塾通いをこういうふうにしている子どもがたくさんいますので、そういうの

も一つの成果として出てきたのかなと思ったり、考えているものですから、その辺の評価という

ものをどういうような形で見ているのかなということで質問しました。  

委 員 長   教育長  

教 育 長   まず、全てのいわゆる小学校、中学校の教員の努力がまずは実を結んだものだと私は確信して

おります。そして、そこに公営塾の先生たちの御努力がプラスアルファとなって結実したものだ

と、これもまた了解しております。それがこの結果だと思います。ですから、それを少し課題を

ひもといていくと、小学校の先生の御努力の下地があって、学校教育の中でですね、そして中学

校の先生たちのまたさらなる努力が加味されてここにつながっているんだと。そこに公営塾の先

生たちの御努力があって、もちろんそこの指導の中でやはり懸命に努力した主体はというと子ど

もたちなんです。教育の元はというと、皆さんがいつも言葉にされています家庭教育です。それ

ら全て加味されてよい方向に向かって、この結果になっていると私は信じています。今議員の御

質問は、結局そういうことの好結果のいわゆる理由というか、塾の影響があるのかないのかとい

うことも含めた、私の全体的な概略に関する感想ということで承った回答ということでよろしい
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でしょうか。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   利用者の負担金は中学３年生になると５，０００円というふうに先ほどそういう説明がありま

したけれども、これは１年、２年は３，０００円、中学３年になると５，０００円に上げるとい

う、それ何か特別な要件が備わるということなんですか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   中学３年生が一番、塾の日数をそれぞれ曜日によって学年で分けていますけれども、中学３年

生が週３回かな、ちょっと日数も多いというところの位置づけもあるかなというふうに思いま

す。あと、１年生は９月からの入塾ということなので、３年生が一番塾に通っている日数とかが

多いというふうに捉えております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   私の希望としましては、３，０００円が５，０００円だとかそういうのじゃなくて、一律に本

当にこいう公営塾で頑張っている子どもたちなので、負担なんかかけなくても私はいいような気

がするんですよ。そういうような形で勉強に励んでほしいという、そういうような行政の方向性

を示していただきたいというふうに思っています。特に３，０００円が５，０００円になるとい

う、確かに３年生になるとやっぱり受験というものがあるので、その特別なやっぱりいろんな仕

方もあるんだろうと思うんですけれども、これは今その中でどうのこうのするというものではな

いんですけれども、希望としましては、特に子どもたちに対する教育費にやっぱり大いにやっぱ

り資金力を投入しないと町は立っていけないというふうに私考えていますので、そういうことで

希望として来年度予算からいろいろ角度変えて検討してもらいたいというふうに思っています。  
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 次の質問に入ります。  

 農林水産費の負担金であります。私も一般質問の中でも言いましたが、この負担金は過年度負

担金４００万円というような形の計画であります。そもそも私はこの負担金というものは発生し

てないというふうに思っているんですよ。なぜならば、国は、道のほうからこの国営の関係の受

益者負担分を道のほうからいただいているし、道は町のほうからいただいている。そういうよう

な形で、町はこの負担金についてはもうそこで全部完納しているわけですよ、道のほうに。です

から、あとは私に言わせると、これは受益者の負担金ではなくて立替金でないかと思うんですよ

ね、町が個人に対して立て替えているのを払っているわけですから。だから、私はこれ滞納なん

てあり得ないと思っているんですよ。４００万円の積算をしている根拠、何ですか、４００万円

って。１億３，０００万円あるんでしょう、負担というのは。負担というか滞納金というのは。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   国営相和の過年度負担金についてでありますが、これにつきましては毎年度４００万円程度の

予算を当初は見させていただいております。理由としましては、過剰に収入を見ることではなく

て、その都度、予算以上の収納があった場合には補正対応等により適切に予算上回る収入を確保

してきたところではありますが、決して４００万円が目標ということではございません。これま

でもお話ししていますとおり、当初予算は過少に４００万円では見ているんですが、実際に財産

処分ですとか、そういった場合には、この４００万円を上回る歳入も発生するかと思っておりま

すので、まずは最初に少し少なめではありますが過剰な予算とせずに常に収納に努めていくとい

うところで、これまでどおり可能な限り徴収に当たっていくという考えでは変わりはございませ

んので、御理解いただければと思っております。  
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委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   残念だけれど、私は御理解しません。何年経過したと思いますか。平成９年、それ以前の事業

なんですよ。平成９年から未償還というような形で年数を迎えたわけでしょう。そして、２３年

までに全部償還終わりますよというような形で条例を制定して、受益者と相対で協議の下でこう

いうことで、そして町が立て替えたんですよ、その分。その間、２５年もたっているんですよ、

今日まで、条例、９年から。  

 それと、実際に令和４年２月２５日現在、残りもあるんですが、２名の方は全然支払ってない

でしょう、滞納、この負担というか立替金。これで適切だというふうにあなた方は理解されるん

ですか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   今現在、２名の方が今年度納付はない状況であります。この１名の方は、３月に今納付折衝に

向けて動いております。また、１名の方は今不服の申立てをされておりまして、そこの部分につ

いて町としましての対応を協議しているところでありますが、いずれにしろ２５年程度の経過を

しているというところではあります。それについては、私どもも承知して重く受け止めていると

ころであります。  

 ただ、当初から、生活困窮に陥るまでのことをするべきではないというような判断もあったか

と思います。町としましては最大限、生活困窮に至らない程度に徴収に努めていくと。最終的に

は財産の換価なりをして整理をするというふうに考えております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   行政は町民に対して全て公平でなければならないんですよ。この例は公平じゃないですよ。特
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定の人間だけその事業で云々ということでしょう。多くの人方は、涙をたらしながらでも償還終

わっているんですよ、自分の財産を造成する資金なわけですから。私は、本当に失礼な言い方か

もしれないけれども、一般質問の中で滞納額発生したのは議会の怠慢だとまで私は突っ込んで言

いましたよ。議員の人方に本当に失礼な言い方したと思いますよ。だから、事業が終わってか

ら、もう事業始まってから何年たっていますか。償還年迎えて、今日令和４年までというのは、

もう２５年も経過しているんですよ。町長がおっしゃいました。確かにいろんな議会のほうで町

長のほうにも、償還に対するいろんなことを事情を加味して考慮してほしいという、そういう陳

情を上げた事例もございます。だけど、このぐらいの年数たって、まだということに対して私は

理解できない。そして、償還年、これからまだ１０年も１５年もまだかかるんだと、そういうの

を、はいはい、そのとおりですと認めているみたいな形なんでしょう。残念ですね。だから、私

は本当に思い切ってお願いして、償還早くにして、本当に令和４年度に解決してほしいですよ。

そのぐらいの姿勢でいかないと、必ず不納欠損また出ますよ。  

 つい最近の新聞ですけれども、道南のある町で、やっぱりそれも土地改良事業をやっていて、

やっぱりこういう滞納額出たということに対して新聞に載っていましたよね。やっぱり厚沢部町

の中では、いろんな事業を展開しながら、いろんな畑を造成したり、いろんなことをやっていま

すよ。だけで、例えば道営なんていうのは、もっともっと補助率も低いですよ。それでも、そう

いう責任をきちっと果たしている多くの人がいるんですよ。残念ですね、こういう人方に対し

て。やっぱり私はだから、何としてもやっぱりこれは責任をきちっとしてもらいたいと思います

よ。そうでないとね。議会はもっともっとこれからきつくなりますよ、認めることできません

よ、こういう状態では。  
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委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   厳しい御指摘のとおり、私どもも徴収に当たってまいりたいと思います。また、これからまた

さらに長期になるという御指摘でもありましたので、その部分については滞納者個別の対応には

なるかと思うんですけれども、仮にですが、法律の制約等ありますが資金の借換えですとか、ま

たは財産の換価によって、なるべく期間の短縮、これに努めてまいりたいと思います。引き続き

徴収のほうに努力してまいりたいと考えております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ぜひ、六、七人まだいるわけですけれども、この方々は新函館の組合員でもあるわけです。ぜ

ひ農協のほうに行って相談してみて、場合によっては資金手当てしてもらってくださいよ。そう

いうような形で、できれば早くに償還を終了させてほしいというふうに思います。これは私の希

望ですから。特別、今課長答弁大変だと思うんですが、私希望ですから。それと同時に、先ほど

言いましたように、議会も、はいはい、そうですというわけにいきませんので、反対しますよ。

それを一応私の希望、意見として申し添えて、この質問を終わります。答弁要りません。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、１３款使用料及び手数料について、３４ページから３７ページ。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ３４ページなんですが、民生使用料で上里のふれあい交流センター使用料が１，０００円とい

うふうに載っていますけれども、１，０００円の根拠、これどういうことですかね。  

委 員 長   建設水道課長  

建 設 水 道 課 長   上里ふれあいセンターの１，０００円の根拠なんですけれども、ここ建ててからの実績で、要
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は使用料の発生する集会施設側のほうですね、使用料の発生する事案というのがほとんどない

と。それで、獅子舞のときに練習した後にちょっと顔合わせてお酒飲んだので２時間分いただく

とか、そういうだけなので１，０００円という根拠になっております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ふれあい交流センターの利用状況をちょっとお知らせください。これは、料金発生しない利用

の仕方もいっぱいあるわけですから、利用はどうなっていますかね、交流センターの。  

委 員 長   建設水道課長  

建 設 水 道 課 長   行政報告書のほうで令和２年度なんですが１２件、集会施設側のほうの１２件、１１７名利用

しております。それで、使用料につきましては９００円というふうになっております。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ３６ページになりますけれども、教育使用料の中の社会教育使用料、郷土資料館のこれ入場料

だと思うんですけれども、１万７，０００円ですね。１００円にすれば１７０名の入館者の計画

ということで、これは恐らくあんまり入る人もいないんだろうなというふうな予測はつきますけ

れども、今、今年、道の駅で歴史文化情報発信施設ができるというようなことで、この郷土資料

館にも似たような映像を映す場所があるんですけれども、これは全く違うのか似たものか分かり

ませんけれども、どういうふうにするのか全く考えてないのか、その辺を御説明をお願いしたい

というふうに思います。  

委 員 長   教育委員会主幹  

教 育 委 員 会 主 幹   これから道の駅で映像のほうを制作されるということで、郷土資料館の映像のほうとの関りに

ついては、まだこちらとしましては協議等しておりませんので、内容につきましてはちょっと承
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知しておりません。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   今すぐというわけにもいかないというふうに思いますけれども、もし似たようなものであれ

ば、設置すれば当然経費もかかるわけでありますので、１７０人しか入館しないと、１７０人か

どうか分かりませんよ、２００円にすればまたこの半分になりますけれども、そういう施設に映

像設備を持っておくというのは無駄だなというふうに私は感じるわけでありますので、在り方に

ついて十分検討をお願いしたいなというふうに思います。答弁は要りません。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   ３５ページになります。生活支援寮の使用料ですけれども、これ今年利用料どのぐらい、１人

当たり平均使用料としていただくのか、何名ぐらい予定しているのか、お聞きしたいと思いま

す。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   ここに上げました使用料の内訳は、今、支援寮は全員入所して１０名になります。そのうちの

１部屋が御夫婦で２名入れて１０名なんですけれども、今現在は御夫婦のところが１人で入って

もらっていて９名なんですね、全部で。そういう現状ではありますが、ここの使用料の内訳とし

ましては、夏と冬で若干は暖房費が加わりますが、一応１０名分を見ておりまして、夏は４万

７，１００円で７か月ですね、４月から１０月かな、冬は５万３，４００円の単価で５か月とい

うふうに、ここの中では想定しております。若干年金額とか収入では単価が高くなる方もいらっ

しゃいますが、今現在はこの単価の方、全員この単価で入っております。  

委 員 長   １番、中山委員  
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中 山 委 員   町民の方からよく聞かれるのは、町長ね、支援寮って一体幾らぐらいで入れるんですかという

ようなことと、対象者の資格といいますか、特養の場合だったら例えば介護度３でなければ駄目

というようなことがあるんですけれども、支援寮の場合は今満床ということで大変結構だと思う

んですけれども、この金額、例えば冬の場合５万３，４００円というと年金で暮らしている人方

は非常に厳しい状況になるんでないかなと思うんですけれども、その辺の考え方と、支援寮に申

込みどの程度あるのか、それについて説明していただきたいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   生活支援寮の入所条件といいますか対象は、入所時点で要支援までという、要支援ですね、要

介護１がついている方は対象から外しております。要支援までの方がというのは、生活支援寮は

ある程度は自分で生活ができるというくくりがありますので、各自分のお部屋がありますが、そ

この中の掃除とか、あとは排泄もそうですがトイレにも自分で行ける、そういうようなことを考

えると、やはり要支援ぐらいの方でないとなかなか入れないというところで条件をつけておりま

す。在宅の対象と同じ扱いとしていますので、生活支援寮に入所、入居をされていながら、例え

ば病院に行くときにヘルパーさんに送ってもらう、買物に連れていってもらう、デイサービスに

そこから通うということもできるような対象として考えております。  

 待機者という形では、支援寮は取っておりません。部屋が空いて入所申込みが入った時点で、

そのときに入所申込みを受けているという形です。その中で入所が３名来たら、３名のうちどな

たがということで判定会議をして決定しているというような状況です。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   特養とやまぶき荘と、この差というのがちょっと聞かれて、我々もちょっと勉強不足で分から
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ないんですけれども、この差というのはあるんですか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   先ほどの質問の中でこの金額が冬期間ですと５万３，４００円が高いんじゃないかというお話

のことを答えていませんでした。そちらは、この５万３，４００円には食事代、光熱費全てが含

まれての月額の金額になっております。ですから、ほかのというか別の種類の施設に比べると単

価としてはかなり安いんではないかなというふうに、町営ということで安いんでないかなという

ふうに私たちは捉えているところです。  

 あっさぶ荘とやまぶきの違いですが、特別養護老人ホームということであっさぶ荘は位置して

いまして、あとからついたやまぶきは地域密着型の特養老人ホームです。地域密着型ということ

は、やまぶきには厚沢部町の方しか入れません。あくまでも厚沢部町の方が入ります。あっさぶ

荘のほうはそういうくくりではなく、例えば江差町の方があっさぶ荘に入るということも可能な

範囲の特養老人ホームになっています。対象としては、要介護３以上が今入れるというように介

護保険上では対象になっています。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   この申込みですね、やまぶきもやっぱり要介護３でなければ入れないと。それから、支援寮の

場合の申込みについても、窓口というのはどこに行って相談すればいいのか分からないというよ

うなことで聞かれたものですから、その場合は保健福祉課に行って協議すればいいんですか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   生活支援寮に関しては町の施設ですので町が窓口になっております。福祉係が窓口になってお

りますし、包括支援センターのほうに相談していただければ、そちらのほうで説明なり申請の手
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続を取ります。支援寮は、特に地域の中から入っていらっしゃる町民なので、地域の民生委員さ

んの意見等も判定会議の中ではすごく重要な位置になりますので、民生委員の定例の会議等にお

いても、支援寮の募集等あるいは空き状況というのは常に情報を出して、民生委員さんのほうに

も地域の中でこういうところが今空いている等の情報を対象者のほうに流していただくような、

そういう連携を取って進めております。  

 あっさぶ荘、やまぶきにおいては、今現在は直接あっさぶ荘に申し込んでいただくということ

になっております。そして、申し込んでいただいて待機の形になりまして、あっさぶ荘のほうも

部屋が空いた時点で、その待機されている中から入所判定会議というのを確実に点数化の下で適

正に行われまして、次の入所者が入っていくというような形になっております。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、１４款国庫支出金について、３８ページから４１ページ。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   ３９ページの総務管理費補助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の７，１５０

万円についてお尋ねしたいと思います。  

 説明文書のナンバー３ですか、資料のナンバー３にも書かれておりますけれども、このコロナ

臨時交付金を使って今の新商業施設の歴史文化情報発信施設映像制作に全額使われる予定のよう

ですけれども、そもそも私の主観的に行くと、コロナウイルスと今のこの歴史文化の映像制作で

すか、どうもコロナだから映像制作という部分で私はちょっと結びつかない部分あるんですけれ

ども、例えば国ないし道から補助を受けるに当たって何ら問題ないのかどうか、その辺ちょっと

お聞きしたいなと思います。  
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委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   この臨時交付金につきましては、大きく３つの使途の要件があります。まず、１点目が感染防

止策の徹底に向けた対応、それから感染症の影響により厳しい状況にある方々の事業や生活、暮

らしの支援に向けた対応、それから３点目にウィズコロナ禍での社会経済活動の再開に向けた対

応に使ってくださいという一応要件があります。今回はこれの３つ目の今後の社会経済活動の再

開に向けた対応ということで申請して、今回交付金に当たるという内容でございます。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   ということは、国ないし道に申請を出して、採択されての今回の７，１５０万円という捉え方

でよろしいのでしょうか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   道経由になりますけれども、町からウィズコロナの社会経済活動に向けたということで実施計

画を申請した上で許可というか交付金いただくということで今回計上させていただいておりま

す。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   昨日一般会計補正予算、令和３年度ですけれども、その中で令和３年度、このコロナの臨時交

付金を使ってどのような事業をされたかという質問を私もさせていただいた次第ですけれども、

その中で朝倉課長の答弁の中で、商工業経営持続化支援金給付事業であったり、あるいはプレミ

アム商品券の発行事業であったり、それ以外にも学校のコロナ感染対策の事業であったり、直接

町民あるいは事業者、あとは学校施設とか公共施設ですね、そちらのほうに使われているとは思

うんですけれども、今年度、この後この臨時交付金が補正で出るかどうかはちょっと私も分かり
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ませんけれども、補正で出た際、直接町民とかあと事業者に対応する事業の計画はないのでしょ

うか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   国の財源的な話もありますけれども、例えば昨年５０％のプレミアム商品券発行させていただ

きました。まだ正式に飲食店等の時短要請も今まだ期間中でございますけれども、これからまた

経営的に打撃を受けている、協力金は国のほうから支払われることにはなっておりますけれど

も、まだ消費拡大のためのそういう商工会等からの要請があれば、それの計画、予算計上になり

ますけれども計画とそれに対応する臨時交付金、できれば臨時交付金で財源確保して充当して予

算計上したいなとは考えております。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   これは質問ではないんですけれども、できたら先ほど朝倉課長もおっしゃったとおり、この臨

時交付金ないしほかの交付金ができるかどうか分かりませんけれども、できた際は、できたら町

民あるいは事業者に対して何らかの事業、直接助ける事業に生かしていただけたらと思います。

質問ではありません。  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   関連ございます。香川さんと同じ部分です。課長のほうから３本柱ですよというふうな説明が

あったところですけれども、閣議決定の主だった中身見ますと、地域の実情できめ細やかに使え

るよというような部分があるわけですけれども、どう考えても新設の今回の整備の部分に全額充

てるというのはちょっと違うんでないかなというふうに思うところです。昨日も町長に申し上げ

ましたら、そういった部分で十分な対策を考えるというようなことであれば、新年度財源でやっ
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ぱりこの部分はそちらの対策のほうに早急に、早期にやっぱり対策をするのがやっぱり厚沢部町

としては適当な部分でないかというふうに思うところであります。  

 また、昨日、上戸議員からも質問あったんですけれども、十分この部分の財源に充当する基金

は財源ございますので、そういった部分で対応したらどうかというふうに考えますけれども、い

かがなものでしょうか。適当でないと私は思います。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   今回の７，１５０万円の交付金につきましては、令和３年度から今回これまで実施してきた支

援金だとか、それからプレミアム商品券の財源だとかに充当してきたわけですけれども、併せて

今回の映像施設の財源も一応計画上に上げておりまして、それが今回認められたということで計

上しているところであります。  

 また、今国のほうでも一部臨時交付金の財源を一部留保している財源がございまして、恐らく

これ新年度に入ってからまた実施計画に基づいて配分といいますか交付になるものと考えており

ますので、その辺の状況を見ながら感染防止対策あるいは事業者の支援に用いられるような財源

に充当したいなというふうに考えております。  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   そういうふうな部分分かるんですけれども、どう考えても既存の今の物産館を農産物販売の部

分の手狭だというようなことで拡張するという部分でそれの財源に振り向けるということであれ

ば理解できますけれども、新設の整備の部分とコロナと、どう考えても結びつきませんよ。道理

といいますか、交付金の趣旨といいますか、そういった使い道の趣旨から相当かけ離れている部

分じゃないかなという部分を財源に充当するというのは適当なことなのかということです。  
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委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   実施計画に基づいて国から承認といいますか了承されたということで御理解いただきたいと思

います。  

委 員 長   国からの承認を得たということでしょう。それを理解できないということはどういうこと。  

委 員 長   １０番、理解できないという内容を。  

佐 々 木 委 員   だから、交付金の性質上、そういうものでないんじゃないかなということを私は言っていると

いうか聞いているわけです。  

委 員 長   国のほうに申請して、いいですよということになったんでしょう。それを今。  

佐 々 木 委 員   映像部分で来ている交付金でないと私は判断しての発言です。  

委 員 長   佐々木委員  

佐 々 木 委 員   そしたら、７，１５０万円というのは前年度の繰越明許費も入っていますけれども、この財源

内訳というのはどういうふうな中身なのか説明していただければ。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   今回の７，１５０万円につきましては、国の補正で国の繰越しで令和４年度の予算としており

ます。したがいまして、本町の今回の映像施設の制作については４年度に制作する予算に、国は

繰越しですけれども、それを充当するという形になっております。  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   私は、岸田内閣がコロナ最優先だというようなことで閣議決定、令和２年１２月と令和３年１１

月に決定しているわけです。これで今回の交付金を早急に交付して、地域で対策せよという部分

の交付金でないかなというふうに理解しているんですけれども、財政課長どうなんですか、その
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辺、中身的な部分では。だから、残っている繰越明許費、どういう補助内容で来ているんだとい

うこと。今回言われた、１００％ここに表示している交付金でしょうということを聞いているん

です。主要なのが、資料№３のとおりの交付金だよということで理解していいんでしょうという

ことを言っている。金額について、全部ここに記載されている中身の交付金なんでしょうと。い

や、内容でなくして、交付金の性質というか、いや、充てていいんじゃなくて、交付金の。  

委 員 長   副町長  

副 町 長   交付金について朝倉課長が再三説明しているとおり、ウィズコロナ、アフターコロナにおける

経済活動のために、観光振興のためにというような交付金の配分の分野もありますので、それに

基づいて国のほうに申請して認められたという部分でございますし、この７，１５０万円につい

ては、予算の説明資料に載っけている３本の事業に充てるということで資料のほうを提出してお

ります。  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   そうしたら、申し訳ないんですけれども、申請の根拠といいますか、そういうものを示してい

ただければというふうに思います。間違いなく映像施設で何が決定したと、その申請した根拠の

資料を提示していただければというふうに、お願いします。  

委 員 長   審議の途中ですが、１１時２０分まで休憩します。（１１：０７）  

委 員 長   休憩前に引き続き審議を続行します。（１１：２０）  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   資料来ましたけれども、説明していただければ。お願いします。  

委 員 長   政策推進課長  
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政 策 推 進 課 長   ちょっと字が細かくてあれなんですけれども、これが昨年国に対して申請した中で、重点道の

駅の今回の商業施設に関連する備品の中にちょっと含まれておりますけれども、全体で１億円事

業費としてこれ国のほうに提出した資料でございます。その中のオレンジ色でちょっと書いてあ

るところの備品購入費となっておりますけれども、その９，５００万円の中の映像制作の関連ソ

フト一式ということで、そのうち７，１５０万円の部分を今回充当させていただいたという経緯

でございます。  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   細かくてあれなんですけれども、中ほどに２１いずれも妥当しないと、これは細かい部分で申

し訳ないんですけれども、何を意味しているんですか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   中ほどにあります交付対象事業の区分、これにつきましては、たしか今回の臨時交付金と別な

交付対象になっている事業と重複になっているんじゃないかというところの問いかけでございま

す。  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   思い違いというか思い込みの部分が強くて、時間を取らせました。  

 じゃ、町長、そしたら昨日もお尋ねしたんですけれども、４年度では、相当困窮している農業

含め商業も困窮しているんですけれども、どういった部分を考えておられるんですか。他町見る

と、隣町なんかは農業に対してもう２回ほど１，０００万円、１，０００万円とぼんぼんとやっ

ている部分もありますし、その辺のお考えを、もうちょっと４年度に向けてのビジョンをお聞か

せいただければ。  
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委 員 長   町長  

町 長   今のこの事業のほうから外れますけれども、他町並みにコロナの対策を講ずる考え方があるか

というふうな質問だと思うんですけれども、昨日、高田議員のほうからもこれからの経済活動が

厚沢部町もあるのかというふうな質問があったときに答えましたけれども、これからの３次補正

なりコロナ対策というものを見据えながら、厚沢部町も他町がやっているのに厚沢部町だけやっ

ていないなんてことはありません、当然、同等以上に厚沢部町もやるというふうな考え方でおり

ますから、３次補正等についても来てから十分中身を練りながら、そしてどの産業部門に支援す

るべきなのか、こういうことを吟味しながら厚沢部町も堂々とやっていきます。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   ページ数で行くと４０ページになります。５番の教育費国庫補助金で３番の社会教育補助金で

４００万円ちょっと計上されているんですが、これは史跡の整備事業補助金だと思うんですが、

国からの補助金ですが、これに対してちょっと質問したいんですが、前年度７００万円ほど出

て、今年度、昨日もちょっと質問したんですが３００万円ほど減額になっているというのは、こ

れは見直しというような昨日の時点で承知しましたが、なぜこの史跡に対して今までの計画があ

った中でなぜ今見直しということになっているか、ちょっと分かる範囲で説明していただきたい

と思います。  

委 員 長   教育委員会主幹  

教 育 委 員 会 主 幹   館城、令和３年度からの事業で令和４年度は２年目となります。変更になった理由であります

が、去年の８月に発掘調査の前に事前にレーダー探査の調査を行うという予定ではあったんです
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が、８月のときに検討委員会の委員長であります臼杵教授、札幌学院大学の臼杵教授が発掘の前

に無償で地底レーダー探査を行っていただきまして、その際に現在見つかっている平面図、館築

城図というものと比べてみますと違う反応が出ました。ちょっと大きく違う部分が出てきました

ので、そのレーダー探査の分析したものと比べて、今後令和４年度１年かけてもう一度発掘する

場所を検討していこうということになりましたので、令和３年度の発掘調査を延期しましてこれ

から協議していくということなんですが、これは本当の専門家が入った検討委員会ですとか、そ

こで決定して、北海道と文化庁のほうに説明済みであります。そういったことで、令和４年度に

つきましては発掘調査は行なわず、令和３年度に行っている水門調査というもの、これを令和４

年度も継続する、その事業費と、あと検討委員会の開催経費等が令和４年度の計画となっており

まして、それに対する国の補助金４０４万４，０００円ということであります。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   今ので大体分かりましたが、言いたいのは、今現在の学芸員さんがいるわけですから、また、

その学芸員さんとここの先生との話合いであったか、それともまた違う形で誰かが助言したのか

という点をちょっとお聞きしたいんですが。  

委 員 長   教育委員会主幹  

教 育 委 員 会 主 幹   先ほど申しました事前の地底レーダー探査調査、これを検討委員会にかけまして見つかってい

る平面図と比較した上で違いがあるので、発掘調査の範囲とかを見直す必要があるという検討委

員会での結論を受けて延期としているところです。  

山 田 委 員   見直しという形をとると、どうしても国としても補助金を出す出さない、もしかしたらこれが

なくなる可能性もあり得ますので、ぜひとも見直しという点を早急にきちっとやりまして今後や
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ってもらいたいと思います。  

 以上です。終わります。  

委 員 長   教育委員会主幹  

教 育 委 員 会 主 幹   今回のこの変更等につきましても、国の文化庁の専門家等に説明して了解を得た上で進めてお

りますので、打ち切られるということはないかと考えております。今後も文化庁、北海道の担当

者と連携を取りながら着実に進めてまいりたいと考えております。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、１５款道支出金について、４２ページから４７ページ。  

委 員 長   ありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   ないようですので、１６款財産収入について、４８ページから４９ページ。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ４９ページになりますけれども、不動産売払収入の中の町有林立ち木売払収入ですか、これは

一山幾らというふうなことで売るところだというふうにして理解してもよろしいですかね。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   町有林の売払いにつきましては、一山幾らといいますか、一応予算として計上している面積と

しましては、富里、当路、上里、鶉、清水、須賀ほかになりますが、４１．１１ヘクタールとい

う面積を計上しております。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   この金額２７７万８，０００円ですけれども、去年よりも大分木が少ないのか、少ないような

感じがするんですけれども、算出根拠みたいなやつは分かりますか。  



－４２－ 

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   これにつきましては、毎年度伐期を迎えたといいますか、計画的に実施しているものでありま

す。なので、年度によって多少この場所を切るとか、来年度はあの場所というふうに樹齢等を考

慮しましてやっておりますので、年度によって増減するというふうになっております。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   増減するのは分かるんですけれども、２７７万８，０００円になった内訳というのは分かるん

ですか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   これにつきましては、鶉町にあります町有林でトドマツで３ヘクタール、あと旭丘のほうでも

ありまして、これも約３ヘクタール見込んでおりまして、販売価格なんですけれども、販売価格

については昨日の答弁と同じになりますが、一応基準に基づきまして販売価格を設定しておりま

す。その中で搬出運搬費、係る経費を引いたものに消費税を掛けたものとなっておりまして、一

応積算根拠としては、まず大体山の状況ですね、山の状況を前年度に積算するものですから、概

算で積算をしたものに、先ほど言いました運搬費だとか差し引いたもので予算、歳入予算を組ん

でおります。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   そうであれば、例えばトドが１，０００本あるから幾らだとかというふうな根拠ではなくて大

体の値段だというふうなことで聞こえたんですけれども、そういう感じでいいんですかね。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   大体といいますか、森林管理の中でこのエリアには何本、樹種、例えばトドマツ何本とかとい



－４３－ 

う想定をして管理しております。植えたときの本数をベースに考慮しております。大体といいま

すが、当時の植林、植樹の本数を基に積算しているものになっております。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ２７７万８，０００円の売却収入があると。これの原価というのは分かりますか。原価という

のは、例えばここ３ヘクタールのところに植林した、下刈りした、そういうものを毎年、今年も

計画しているようですけれども、そういうものを積み上げた金額というのが分かりますか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   算出に当たりましては、補助金ももらっている部分でもあります。この中で木を切る対象エリ

アの例えば下刈り回数ですとかそういったもの、あと傾斜度合いですとか、ササだとかの生えて

いる状況、このものを計数化したものを掛けて、一応標準の売払価格を定めております。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   私の言っていること分かるかと思うんですけれども、普通は原価というと仕入価格になるんで

す。だから、その仕入価格というのは、先ほど言いました植林したお金が幾らかかったよ、下刈

りしたやつが５回やったら５回分の金額が幾らだったよとかというふうなことを１筆ずつは管理

してないということなんですか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   これにつきましては、林班に基づいて１本ずつといいますか、小林班に基づいて管理をしてい

るものになります。その中で山の状況というんでしょうか、立木の本数ですとか、あと、枝打ち

の高さなど実情に合わせて、委員御指摘のことは、これまで下刈りの経費だとか、かかった部分

もちゃんと見越した中での積算なのかという御指摘かなとは思うんですけれども、下刈りの回数
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だとかを見て、実際の下刈り金額というよりはこれまでにかかった経費の標準的な価格、これを

例えば草刈り何回これまでやりましたというものを積み上げたもので、これを計数化して計算し

ているんですが、標準経費として算出するものになっております。なので、１００万円かかった

林班なので１００万円オンしているかというと、必ずしもそうではなくて、下刈り回数の回数で

すとか今まで管理に要したものを係数として管理しておりますので、それに一定の金額を掛けて

標準経費を算出して、さらに自己経費等を算出しているところであります。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   町のやり方はそうだかも分からないけれども、普通は、私は素人だから言うわけじゃないです

けれども、ここの山に幾らかかったんだと、植林から下刈りから枝打ちから全部含めて幾らかか

ったんだと。だから、最低でも幾ら幾らでないと売れないよというふうな、木だから１年、２年

投げておいても大丈夫なわけだから、そういうふうな判断して売るかどうかというふうなことも

決めるというふうに思うんですけれども、町はかかったものを林班ごともいいんだけれども、全

然そういうことを管理してないと。私は管理する必要があると思うんだけれども、そういうこと

も時間がなくてやれないのかどうか分からないけれども、やれないということで理解してもよろ

しいんですかね。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   やれないということではなくて、補助金を受けてやる上では今言ったような算出方法にはなる

んですが、実際に今委員御指摘のとおり、これまでかかった経費が幾らなのかと、それで今積算

した金額、売払額が合うのかという御指摘だと思いますので、植林から数十年かかって売払いに

なるものでありますのでなかなか管理が大変ではありますが、台帳化したものもございますの
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で、その台帳の充実に努めて、例えば２０年後に売払うときにこれまでの経費だとかを管理する

ことも今電算化も進んでおりますので可能になってくるかなと思います。今後検討して、適正な

価格での売買に向けたいと思います。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   何でこんなことを言うかというと、今年の計画の中で町有林の関係、補助金入った素材売上げ、

それから立ち木売上げで２，８６０万円ほどの収入があるんです。それが、管理費で３，８７７

万円、単純に計算すると１，０００万円赤字だよねというふうに見えるんだけれども、実際は山

だから、こっちの山とそっちの山違うわけだからというような疑問が湧くわけですよ。だから、

この３，８７７万円、これは経費のほうになりますけれども、どの山に幾らかかったのかという

ふうなことをきちっと把握して、そして５０年も保管すれば駄目なのかも分からないけれども、

５０年後にこのかかった経費を下回らない金額で売却するだとか、そういうふうな管理が必要だ

と思って今質問させてもらっているんですけれども、ぜひそのような管理がもしできるんであれ

ばやっていただきたいなというふうに思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   御指摘のとおり改善に努めて、売払いに向け今後台帳管理等を検討してちょっと整理してまい

りたいと考えますので、今後ちょっと気をつけてまいりたいと思います。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、１７款寄附金について、５０ページ。質疑ありませんか  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   寄附金でふるさと寄附金が本年度は３，５００万円、前年度２，５００万円、比較して１，０００
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万円増加をして計画立てているわけでありますけれども、そして、本年度は一般寄附金と合わせ

ますと４，０００万円、前年度は３，０００万円で１，０００万円増えるような、そういう計画

の立て方しているんですが、そのふるさと寄附金、何か目当てあるんでしょうか。寄附ですか

ら、なかなか捉え方ははっきり見えないんだろう思うんだけれども、何かそういう目途があるん

でしょうか。そういうような形でこういう計画立てたということなんでしょうか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   実は、これ当初の比較になりますけれども、令和３年度補正で実は３，２００万円に補正させ

ていただいたところであります。まだ年度終わっていませんけれども、ほぼほぼ３，２００万円

到達いくという状況でございます。なおかつ、来年度令和４年度につきましては、今現在納税サ

イトというんですか、民間業者さんやられているサイトを２つ今利用しているんですけれども、

もう一つ別なサイトを開設しようとしております。ですから、もう一か所増えますので、最低で

も３，５００万円は超えるんではないかなと、この時点では３，５００万円で計上していますけ

れども、もうちょっと入るんではないかなという一応予定はしております。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、１８款繰入金について、５１ページから５２ページ。  

委 員 長   質疑ありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   ないようですので、１９款繰越金について、５３ページ。（発言する声なし）  

委 員 長   ないようですので、２０款諸収入について、５４ページから５９ページ。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   ５８ページの中で補正の中でも質問したんですけれども、見守りロボットの利用料負担収入と
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いうのが９９万円というふうに見て、資料見ますと２０台、７５歳以上ということで大、変昨日

の質問の中では利用料が１月６，０００円というような金額が出ていたんですけれども、今回の

９９万円の内訳を説明していただきたいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   今回の９９万円の内訳ですが、新規で決定できるところを１０件として想定しました。なの

で、初期費用１万２，６００円が１０件、月額利用料が今現在２件行っていますので６，０００

円掛ける１２件掛ける１２か月ということで９９万円の内訳になります。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   課長、大変昨年度は利用者がゼロと昨日説明あったんですけれども、今年度この６，０００円

で果たして利用者が見込めるのかどうか、その辺の見通しについて説明していただきたいと思い

ます。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   令和３年度今現在２件利用者がいらっしゃいます。来年度、次年度４年度は新たに１０件、も

っと多ければ多いにこしたことはないんですが、一応１０件を目指したいなというところでの件

数なんですが。補正のときにもお話ししたんですけれども、やはりちょっといろいろな形でチラ

シ等、あるいは組織、民生委員とかいろいろ老人クラブのところでもＰＲがちょっと足りないな

という、十分にできてなかったなという３年度でありますので、その辺を含めてそれぞれの老人

クラブ単位、４年度は活動ができましたらそういうところに出向いたり、あるいは町内会単位の

集まりの中で紹介したり、あるいは各地域回っていただいている民生委員さんには何度か説明し

ているんですがまた具体的に説明をしたり、あとは地域包括支援センター相談窓口取っておりま
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す、残した親のことが遠くで心配というお子様もいらっしゃって相談もありますので、そういう

方にはこういうシステムがありますという紹介を丁寧にしながら、４年度は活用件数を増やして

いきたいなというふうに考えています。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   どうですか、課長、思い切ってやっぱり老人対策ということで考えていけば、この６，０００

円という単価はちょっと高いんでないかなと。１か月６，０００円ですので、今年金、厚沢部町

の老人世帯の中でどの程度年金が平均でもらっているのか。そういう中でこの６，０００円とい

うのは妥当なのかどうか、それについてちょっと分かっている範囲で結構ですので説明していた

だきたいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   個人的、私自身もちょっと６，０００円は大変なのかなと思うところもありまして、それぞれ

年金額の少ない方とかは月６，０００円、１年だと７万２，０００円になりますので、そのあた

りでは大変なのかなというところは感じておりますので、この金額、自己負担に関しては要検討

が必要かなというふうには考えております。  

 この見守りロボットをやった経過に実証実験ということで、５人ではありましたが実験を１か

月ほどやった経過があります。そのときに利用した感想を含め、実際１か月どのぐらいだったら

負担が可能かというアンケートを取っております。そのときに出てきたのが、１万円ぐらいだっ

たら可能かなというようなちょっと意見もありましたので少し参考にした経過はありますけれど

も、やはり６，０００円というところ多少要検討かなというふうに考えております。  

委 員 長   １番、中山委員  



－４９－ 

中 山 委 員   町長、どうですか。町長の年金であれば多分十分６，０００円で間に合うと思うんですけれど

も、普通の老人世帯でこの６，０００円という単価というのは私は高いんじゃないかと。私は自

分の年金を参考にしてみれば、ちょっとこの６，０００円というのは痛いなと。介護保険料はと

んでもなく高く取られておりますので、それプラスまたこの１か月６，０００円というのは、こ

れちょっともうちょっとやっぱり考えてもいいんじゃないかと思うんです。老人の方々をやっぱ

り大事にするという意味では、ほかのところをちょっと細工してももうちょっと下げた中で見守

りをしてやるというふうな方向性でどうですか。  

委 員 長   町長  

町 長   現在の町内においてもこの老人化が非常に進んでいるわけですから、こういう中での第一の考

え方として見守りというのが大変重要な、要するに社協あるいは民生委員、こういう方々を使い

ながらも重要な作業であると、このように思います。  

 今回この見守りロボットについては、今まで通信システムが厚沢部町では道内でも早くに導入

した地域になっております。この通信システムが今徐々に減ってきて、更新も数台で済んでいる

というふうな状態ですけれども、ただこれとの兼ね合いがありますから、片方は無償ですよ、片

方は６，０００円取られますよということになると、高齢者には非常に抵抗があるのかなという

ふうに思います。これらについても、今２０台用意をしてたったの２台、しかも現在動いている

のは１台なんて、大変もったいない話であります。ですから、もっともっとこういう遠隔に子ど

もさん方、兄弟たちがいる高齢者には最適な通信システムになるわけですから大いに使ってほし

いなと思う中で、もう少し高齢者の方なりに分かるような説明をしながら普及していきたい。こ

れは道内でも既に何町かに入ってきましたけれども、見守りロボットについても大きなカテゴリ
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ーで後ろのセンターをつくってあるわけですから、電波が有料であると、こういうふうな中での

６，０００円というものが負荷されておりますけれども、この辺の要するにヘルパー１人雇った

と思えば、見守り４人雇ったと思えば安い話ですから、この辺も十分検討しながら。ただ、むや

みやたらと厚沢部町だけ無償にしたり低額にしますと、これから導入する町村にもえらい迷惑か

けますから、その辺も周りの環境を考えながら考えてみたい、こういうふうに思います。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   町長、昨日ですか、高田議員のほうから今のスマホで位置確認できるというようなシステムに

なってきているんではないかなというようなことなので、その辺についてもこの今のロボットの

電波を利用した中でそういうふうな見守りもできるかどうかというのをぜひ検討してみてくださ

い。そういう中で見守りロボットと両立てでいければ、かなり見守りも完全になるんでないかな

と思うんですけれども、どうですか、その辺につきましては。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   今見守りのシステムもいろんなところでいろんなやり方で情報が入ってきていまして、例えば

クロネコヤマトさんの配送の人たちの一つの方法として、一番家の中で使うであろう場所の電球

が１日の中でつかないと親族のほうに連絡が行くとか、いろいろなところでシステム動いてきて

いますので、そちらのほうも情報取りながら相談のときには、金額もやはりそれぞれ違います、

低価格のものもありますので、その利用者さんが一番適当なものを紹介等をしながらいろんな見

守りの仕方があるんだなというふうに考えているところなので、今おっしゃったように、その中

にこの見守りロボット、これはうちの包括支援センターとつながっている、何かあったら包括支

援センターにもすぐ連絡が取れるという、そういう大きなメリットがあります。昨年も本州のほ
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うから何か所か、厚沢部町でこの見守りロボットをやっているということで問合せもありまし

た。実際本州で使っているところは、ただロボットを本人に購入する、後の見守りとかはやって

いませんというところもあるというふうに聞いておりますので、厚沢部町がなぜこの見守りロボ

ットのシステムを入れたかという根底は、センターが見守りできるというところのメリットが日

本の中でもなかなかやってないですよというところでやった経過がありますので、そこを大事に

しながらいろいろな見守りシステムと併せて住民の皆さんの相談には乗って紹介していきたいな

と考えています。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   町長ね、一番私はいい方法、見守りは、私の近所にも８０歳後半で今女の人がひとり暮らしで

暮らしています。私と隣と後ろの３軒で、何か電気つかない、おかしいというようなことで、娘

さんからお願いされて常時その監視といいますか見回りといいますか、そういうのをやっていま

す。この前もちょっと入院１０日ほどしたものですから娘さんが心配して来て、何かどうですか

というようなことで、隣から電気ついてないよ、大丈夫なのかというようなことで、いやいや今

病院に行っているんだというようなことで確認したんですけれども、やはり地域においてそうい

う人方の民生委員なり町内会長なりを通した中で、何人もいないわけですから地域ごとに言いま

すと、そういう中での見守りも一番重要でないかなと思うんです。そういうふうな方向で協力し

てもらうということも町としてぜひ進めていっていただきたいなというふうに思います。  

委 員 長   町長  

町 長   中山委員も御承知だろうと思います。北海道で一番最初にこの郵政配達員を使っての見守り体

制をつくったのがこの厚沢部町、これは全道の社会福祉協議会の総会で表彰を受けた経緯があり
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ます、厚沢部町の社会福祉協議会が。このように、全道で初めて郵便局の配達さんをお願いをし

て、３地区の郵便局にお願いをしながら、それは配達する場所の両隣も確認していただきたいと

いうことで、道新に大きく写真入りで報道されたことがあります。こういうふうに、やはり両サ

イド一緒に見守りしてもらうということが一番効果が出ると思います。  

 今の通信システムは、万が一調子が悪くて自分のボタンを押したり電話のところにあるボタン

を押したりすると、真っすぐ消防に通報が入って、そして消防から１人の方、３人の見守り隊が

つけられております。まず、１人は隣近所の人、それから地域の民生委員、親戚の人、こういう

３人の人に一挙に通報が行くようになって、誰か彼か、一番早い人が確認すると、こういうシス

テムになっております。この通信システムについては、私どもはいち早く導入して進めてきたわ

けですけれども、それ以上にこのロボットはもっと有効な幅のある確認行為になるということで

入れたわけであります。  

 そんな中、今こういうデジタルの時代になりましたから、さらなるものが出るだろうし、いろ

いろな有効なものが出てくると思いますから、そういうものも考えながら厚沢部町の高齢者の今

後といいましょうか、こういう見守り作業がもっと簡略に、もっと広域に、利便性のあるこうい

う対策を考えながら進めていきたい、こういうふうに思います。  

委 員 長   審議の途中ですが、休憩して昼食といたします。  

委 員 長   午後は１時から再開いたします。（１２：０２）  

委 員 長   午前中に引き続き会議を開きます。（１３：００）  

委 員 長   審議を続行いたします。  

委 員 長   ２０款諸収入について、５４ページから５９ページ。  
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委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   ５９ページです。種子馬鈴薯選別施設利用料、これ６，８００トン、２円ということで、

１，３６０万円の金額だと思いますけれども、まず、去年の実績は、何か見たような気がしたん

ですけれども、すみません、去年の実績と累計の利用料金額お願いしたいと思います、まずは。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   種子馬鈴薯選別施設の利用料金でありますが、御指摘のとおり６，８００トン掛ける２円で毎

年度、それを標準として例年、製品数量に応じた積立てを行っているところであります。今年度

についてはまだ確定しておりませんので、令和２年度ですと１，２２７万６９２円となっており

ます。数量としましては６，１３５トンほど、昨年度はちょっと芋の収量が少なかったというと

ころで、当初の１，３６０万円を目安にしているんですが、それを下回っている状況ではありま

す。ただし、多い年もありまして、現在の基金、これも令和２年度末になりますが、基金として

積み立てている額は８，６６４万５，８５１円ここまで積み上がっております。平成２６年度か

らの積立てとなっております。  

 以上です。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   それでは、種子馬鈴薯のこれできたときと令和３年の面積、それと何品種でこれ選別、機械を

全品種で利用しているのか、ちょっとその辺お願いしたいと思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   すみません、平成２６年度と現状の面積ということですが、この面積ちょっと今手持ちにあり

ませんので、後で御報告させていただきたいと思います。  
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 ただ、これ種芋の選別施設ですので、メークインをはじめ北海こがね等種芋、厚沢部町にこれ

まであります、そのものを受入れして製品したものの数量です。ですので、種芋ですので余り大

きな面積の変動はないかとは思いますが、後ほど面積のほう詳細御報告させていただければと思

います。  

浜 塚 委 員   何品種で、全部この施設を利用しているのかどうかという。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   品種についても具体的な品種は面積と併せてお知らせしたいんですが、種芋として使っている

品種であれば全てこの施設で受入れしておりますので、詳細については後で資料として配付させ

ていただければと思います。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   最後、もう一つ、機械ですから使用することによって摩耗というような部分もあろうかと思い

ます。大きな故障まだないと思いますけれども、その辺の故障というんですか、何か不具合とか

そういうことは何か、町のほうは種類とかそういうのには関係ないと思いますけれども、何かそ

ういうのはありましたか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   大きな修繕、選別施設で５億円ほどの整備だったと思います、建物別にしてですね。これにつ

いて大きな今改修はないと聞いております。ただ、定期的なメンテナンス費用等はやっぱりかか

っているということで、その辺については農協さんのほうで実施していただいている状況です。  

委 員 長   ９番、高田委員  

高 田 委 員   同じページのすぐ上ですけれども、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金９９８万円出てい
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ますけれども、中身見れば再生可能エネルギーの推進業務の策定ということですけれども、この

補助金の出どこというのはどういう形で出てきているのかというのと、歳出で聞けばいいんでし

ょうけれども、どういうところまで事業を進めていくという計画なのかということをお願いしま

す。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   まず、出どころですけれども、今申請しているのが公益財団法人になります。名称が、公益財

団法人日本環境協会というところに２月の中過ぎだったと思いますけれども、今回これの申請を

して、今月の恐らく来週中には内示が来るのかなと。交付決定については４月の中ぐらいと聞い

ております。そこから走ることにはなりますけれども、この補助金を活用しまして今進めており

ます地域新電力構想、これの今環境省で今年度からたしか８年ぐらいの期間だったと思いますけ

れども２００億円の、予算通っての話になりますけれども、国のほうでは今そういう予算を見て

２００億円、４年度で２００億円見ております。実はこれの補助金を獲得するために今回、国の

ほうでは２０３０年に４６％の二酸化炭素の削減目標を掲げているところなんです、それに合わ

せるような形で、当町では森林の吸収する部分もあるんでしょうけれども、二酸化炭素の排出量

って一体どれぐらいあって、あと８年後の４６％に近づけるためにどういうものを整備しなけれ

ばならないというところに持っていくための今回この策定の委託をかけようとしているものでご

ざいます。ですから、これでき次第、国に対してハード整備の部分、太陽光はじめ水力、それら

のハード整備の補助金獲得に向けての前段の委託といいますか、これ補助金、それを活用して今

回目標設定するという内容のものでございます。  

委 員 長   よろしいですか。  



－５６－ 

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   先ほどの浜塚議員さんと関連があります。同じような質問でありますけれども、種子馬鈴薯の

施設の利用料でありますが、令和２年で約８，６００万円、令和３年度合わせると約１億円とい

うような形になるだというふうに私は推測をします。それで、この利用料はどういう目的なの

か、これからどういう使い道といいましょうか、その使途の計画というものはどういうような形

で組んでいるのかということ、まずこれを具体的にお願いします。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   種子馬鈴薯選別施設の整備に当たりましては、国の強い農業づくり交付金事業というものを使

って２分の１補助をいただいて整備をしてきた経緯にあります。この基金の目的ですが、当初国

の補助事業の残りの２分の１、これについては経済対策の交付金事業ありましたので、そういう

ものも組み入れて、なるべく地元負担、町負担を減らそうということで進めてまいりました。そ

の中で町の手出しというんでしょうか、受益者負担として町が負担した部分ですね、それについ

て約２億円ほどありました。この２億円について、当初整備に当たっては部会はじめ農協の方々

からの強い要請もあって町主体で整備したものでありますが、利用料としてその町の立替分を基

金として組み入れて、将来の大規模な更新、それに当たって積み立てていこうというふうなお話

の中で基金をつくった経緯にあります。ですので、施設がどの程度で大規模な改修になるかとい

うのは、その時点ではお話は出てないんですけれども、１０年、１５年とたっていくともうおの

ずとやっぱり改修されるだろうと。そのときに国に２分の１もらっても、あと２分の１を原資と

して持っておかなければいけないというところもあって、少なくても今回２６年整備したときの

町で負担した部分ぐらいの財源は積み立てましょうということで、２億円ほど１０年、１５年た
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てば積み上がるだろうということで基金をつくっている経緯であります。ですので、何か小規模

な改修に使うとかというのではなくて、その後の施設整備の大規模な改修に取っておくというふ

うに考えております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ２億円というふうになると、あとまだ１０年近く要するんだろうと思います。ただ、やっぱり

厚沢部町の種子馬鈴薯の位置づけというのは、やっぱり厚沢部町の重要な産品として認知されて

いるわけなんですね。ところが、利用料と称してキロ２円拠出をしております。これは生産者の

手取りの中から拠出するわけですから、まるっきり収入が減ってくるわけです。ですから、大き

な農家なら何十万円という単位で引かれるということなんです。ですから、将来的に、先ほど言

いましたように特産品というふうに位置づけられておりますので、大事な品目です。ただ、その

部分だけ、種ですから物すごい管理をして、物すごい農薬とかそういう完全なる栽培管理をして

います。そのために収益が少なくなってしまうために、栽培者がどんどんどんどん減っていって

いるんですよ。昨年度も何戸か減りましたし。特に耕作の人方が高齢になることによって、十二

分な手をかけるという状況にならないということで減るという、そういうことが予測されまし

た。  

 だから、私は、ある意味ではメンテナンスは短期的な１年、１年の部分は必要経費の中から引

かれて、かなりの部分はやっぱりみんなかけていますよ。だから、生産者としまして本当に取り

分が不足して、せっかく努力している種子という産品を守るという状況下に今なくなってきつつ

あるんですよ。  

 その辺のところは何とかできれば２円のところを半分にして１円にするとか、もうちょっと時
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間をかけてやるとか、何らかの方法で生産者がもうちょっと元気になるような手法というか施策

があれば、そういうような形で御指導願えればと思っていますけれども、いかがでしょうか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   ２円の農家さん負担、共撰料の中で２円を負担いただいていると思っております。  

 まず、２円に決定した根拠としては、農協さんからの要請があって、じゃ生産者として拠出で

きる部分って幾らなんだろうというところで、農協さんと生産者さんの中でもんでいただいた経

緯にあります。その中でキロ共撰料として１０何円とか２０円超えると、もう生産者としては厳

しいと。であれば、現状のこれから発生する２円分の部分を、もうちょっと当初は大きかったと

思います、４円とか５円で話していたと思うんですけれども、毎年安定的に共撰料としていただ

ける金額どのぐらいだということで部会なり組合なり農協でもんでもらって２円という提示があ

ったところですので、それを町としてはオーケーして２円で設定しているところであります。  

 なかなか、この２円は指定管理に基づいて協定しているものですから変更はできないんですけ

れども、これまでも種芋であれば畑作構造転換事業という種の罹病率の低下だとかに取り組まれ

る場合に、国の支援を活用して生産者さんに交付された事業も取り組んでおります。これからも

農林課としましては、そういう生産者さんの負担軽減、また策付振興に寄与するような事業につ

いては積極的に取り組んでまいりますので、そういった部分で支援を図っていきたいと考えてお

ります。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   やっぱり農業振興で一番大事にしたいのは、もうかる農業をつくるということですよ。私ども

はかつて十勝のほう、帯広市に行って川西の長芋のこと話を聞いてきました。あそこは物すごい
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厳しい規則の中で作っているんです。だけれども、物すごい高収益も保障しているんですよ。そ

ういうようなことで、やっぱり農家の人にもうかる農業を提示することによって、どんな頑張り

もできると思いますよ。そういう意味合いからいろいろな角度で指導してください。そうでない

と農家は種芋作り消えますよ、厚沢部町から。そういうことでよろしくお願いしたいと思いま

す。これは注文として受けてください、答えはいいです。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   同じページの５９ページになりますが、一番上の情報通信設備貸付収入で８７４万９，０００

円というふうに見ておりますが、この通信設備というものはどういうものなのか。それと、今年

度は何件の見込みがあるかということをお知らせお願いします。  

委 員 長   総務財政課長  

総 務 財 政 課 長   こちらにつきましては、光ファイバー通信ケーブルの貸付料といいますか、その分のお金でご

ざいます。１契約当たり７００円で今のところ８８０件契約しているところでございます。なの

で、１年分ということで掛ける１２ということでこの金額になっているところでございます。  

 なお、新たな契約につきましては、今後どうなるか、入ってきた人が新たに契約するのかどう

かという未定な部分もありますので、何人見込んでいるということは特段ありません。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   今分かりましたが、地域によっては光ケーブルが通っていない地域もありますよね。そういう

地域に対してはどういう対処取っていますか。  

委 員 長   総務財政課長  
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総 務 財 政 課 長   まず、結構うちのところ通ってないんですよねというような要望、今のところ１０件ぐらいあ

るんですよね。その通っているところからの距離で費用もまちまちなんですよ。１００万円近く

かかるところもあれば、何十万円かでできるところもありますし、それは町がそういった場合や

っているんですけれども、なかなか全部一遍にというのは５００万円から６００万円ぐらい今来

ているだけでかかってしまうので、今考えているのは、住宅が結構建っているところでもつなが

らないというところがあるんですけれども、そこをちょっとやりたいなというふに、歳出のほう

でも出てきますけれども考えているところと、ずっと要望されている人もいます、中には。ずっ

とそこに住んでいて費用対効果ということだけで考えてしまうと、その人じゃずっとそこにいて

光も何もない中で、携帯の通信速度もかなり遅いところだったりするんですね。なので、今大雪

だったりそういう防災情報の伝達というのも遅れるというのもあれなので、何件かは、全部が全

部できないですけれども、何件かずつでもやっていきたいなというふうに、何件ということはち

ょっと申し上げられませんけれども、そういうふうに進めていきたいというふうには考えている

ところでございます。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   ぜひ、今の課長のお言葉を聞いて、私にもいろいろ相談や苦情など来ておりますので、ぜひと

も町として何か補助を使うなり、できる限りお願いしたいと思います。よろしくお願いします。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ５８ページになりますけれども、ちょっと金額は少ないんですけれども、農地等に係る精通者

謝金５，０００円、これはどこから何のためにもらうお金ということなんですかね。  
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委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   これにつきましては、札幌の税務署さんのほうから厚沢部町の農業委員会の売買事例を提供し

ております。それについての謝金となっております。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、２１款町債について、６０ページから６１ページ。  

委 員 長   質疑ありませんか。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   町債、総務費の公営塾運営事業費充当６００万円というふうに示されておりますけれども、ま

ず１つお聞きしたいのは、先ほども公営塾についてもちょっと関連して質問しましたけれども、

まず、公営塾の運営のイメージをどういうような形で捉えたらいいのかということ、どういう方

向に町としてはこの公営塾を進めたいというふうに思っているのか。  

委 員 長   総務財政課長  

総 務 財 政 課 長   町債の入ってくる公営塾の過疎債で、これはソフト事業で借りるという意味合いでここに掲載

されているものですので、できれば歳出のほうで公営塾の経費等も出てくるかと思うんですけれ

ども、そこで御質問されたほうがよろしいのかなというふうに考えるんですけれども、いかがで

しょうか。  

山 崎 委 員   いいですよ。これもやっぱり町債で事業費を充当するということがあるものですから、いい、

歳出のほうでやります。だから、私の今言ったイメージを頭に入れておいて、答え用意しておい

てください。  

委 員 長   ほかにありませんか。ありませんか。（発言する声なし）  
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委 員 長   それでは、歳入全般について質疑ありませんか。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ３２ページですね、山崎委員が相当詳しく質問していたんですけれども、ちょっと聞きそびれ

たので、私のほうからも質問したいと思います。  

 相和の農地開発の負担金の関係であります、４００万円の関係です。１億４，０００万円ぐら

いの残高があるということで、４００万円の負担金を徴収すると３５年ぐらいかかるんですけれ

ども、そういうふうな計算でよろしいでしょうか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   そのように予算は過剰にならないように歳入は見ているんですけれども、決して３０何年かか

るだとか、この４００万円取っていけばいいんだという考えではございません。換価できるも

の、処分できるもの進めまして、可能な限り期間の短縮、これに努めていくということは変わり

ありませんので、予算としてはちょっと寂しいんじゃないかということでしょうけれども、これ

を上回る徴収を毎年目指していくというところで、歳入だけは過少に見させていただいていると

ころです。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   そしたら、今考えられる範囲内でいいんですけれども、最大何年ぐらいかかったらこの負担金

ゼロになるというふうに考えられているか、お答え願います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   これについては、具体的な年数というのはちょっと申し上げることはなかなか難しいんですけ

れども、中には高齢の方もいらっしゃいます。また、財産を処分すべきが適当という方もいらっ
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しゃいますので、こういった方々からまず処分なり納付を促していくなりして、ちょっと先ほど

と重複しますけれども、現に営農を継続されている方で、例えばなんですけれども資金の借換え

ですとかして、まずは国営を整理していただける人がいるかどうかだとか、令和４年度において

もこの部分は農協さんだとかともいろいろ協議を積めないと進まない部分ではあるんですけれど

も、そういったちょっと有利な資金の借換えだとか、そういったものも念頭に置きながら早期回

収に努めてまいりたいと考えております。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   受益者の中で今現在もう営農してないというふうな受益者もいるように聞いていますけれど

も、もう相当な残高で不納になるのが火を見るより明らかになっているような状況の方もいると

いうふうに聞いていますけれども、このような方の取扱いどのようにしたいというふうに考えて

いますか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   不納になるような方という御指摘ですけれども、町としましては一昨年度不納欠損をさせてい

ただいた経緯にありますが、まずは、町長も申し上げているとおり最大限徴収、回収するんだと

いう意思に変わりはありません。ただ、中には競売だとか死亡により財産放棄だとかというケー

スも出てくると思いますので、そういった事態にならないように、早期にそういった方々から優

先してとなると思いますが、折衝なり処分なりしていくというふうになるかと思います。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   しつこいようですけれども、もう財産処分してももう全然埋まらないと、年齢もある程度いっ

ていると、あと１０年たてば、みんな実際年いくわけですから、ここにいる人も大分、私も含め
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て年いってしまうわけで、１０年ぐらいでは整理はつかないんだろうなというふうな感じは受け

ていますけれども、これを少しでも早めるというふうなこと、もしくは債権を放棄してしまうと

いうような考え方があるのかないのか。何だかだ取りたいというのであれば、あと１０年でもこ

の該当者が生きていれば死ぬまで徴収し続けるんだとか、そういうふうな考え方があるんであれ

ば伺いたいというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   債権放棄というお言葉もいただきましたが、現時点におきましては、まずは徴収、収納率の最

大化を目指すというところではあります。ただ、個別に相談の中では、やはり換価してもどうに

もならないという方も中にはいらっしゃるかもしれません。にしても、このままずるずるとした

ら取り損ねる部分が大きくなるんじゃないかという方も中にはいらっしゃいますので、そういっ

た方々は早期に処分なり何なりをして徴収の最大化を図るというところで進めてまいりたいと思

っております。放棄については、現時点では考えておりません。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   なかなか債権放棄するといったって難しい判断をすることになると思うので、簡単に、はい、

分かりましたというふうなことにはならないというふうに思いますけれども、できるだけこの同

じことを何年、何十年も、前も言ったかも分からないけれども、やっているわけですよ。ですか

ら、いつかの時点でけりをつける必要があるというふうに思うんですよね。それがいつかは分か

りませんけれども、やっぱり内部できちっと話し合って、いついつまできちっと目途をつけるん

だという判断をぜひともお願いしたいというふうに思います。答えは恐らく無理だというふうに

思いますけれども、答えは要りません。よろしくお願いしたいと思います。  



－６５－ 

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   上戸議員さんと同じようなことです。私は先ほど前段にも、一般質問の中でも触れましたけれ

ども、中には令和２年度も納付してない人もいますし、３年度も納付してないんです。心配する

人方は時効というような、そういう形になるんではないかというふうな見方している人もいるん

です。多分この人方は、もう何年来払ってないんじゃないですか、納付してないんじゃないです

か。専門的な知識、私は持ってないんですけれども、何かしら先ほどの答弁見ても、やっぱりそ

ういう危機感みたいのないでしょう、執行者には。だから、何年に払いますよと、それを相手方

の言い分であって、こっちはもう償還期限が終わっているわけだから、直ちに償還してもらわな

ければ困りますよ。  

 それと同時に、先ほど課長が言いましたように、不納欠損した事例があるわけでしょう、昨年

度。そういう可能性が十二分にはらんでいるような人方いますよ。最大に、私ここにあるんです

けれども、最高の滞納額が４，６００万円ですよ、大きい金額ですよ。それと、年齢が９０歳超

えている受益者の年齢の人方もまだいるんですよ、この中には。  

 ですから、やっぱりもう少し緊張感持ってぜひ納付してもらえるような特別な指導なり行動を

起こしてほしいというふうに、私はお願いしておきます。  

委 員 長   答弁はよろしいですか。  

山 崎 委 員   いや、私、先ほども議会の中ではきちっとした姿勢をこれから示していきますので、最大限の

そういう行動を起こしてください。  

委 員 長   ほかにありませんか、全般についてですけれども。（発言する声なし）  

委 員 長   なければ、歳出の質疑に入ります。  
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委 員 長   １款議会費について、６３ページから６４ページ。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、２款総務費について、６５ページから９５ページ。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   ページ数にすると７５ページになるんですが、１７番の備品購入費で防犯カメラ等の購入費の

ことで質問あります。８４万５，０００円と計上されておりますが、昨年各町内会に１台ずつ防

犯カメラ設置されておりましたが、これによって各町内会からの抑止力という点では、何かそう

いうような感じで町内会から来ておりましたか。  

委 員 長   住民税務課長  

住 民 税 務 課 長   まず、令和３年度５台設置したというのは御質問のとおりでございまして、各町内会からは追

加で要望がありまして既存予算で賄えれば追加分を設置しようと思ったんですが、やはり賄えず

に、来年度予算計上で追加要望の３台分を取り進めていくということで今計上させていただいて

います。  

 各町内会からの反応なんですけれども、常時監視しているわけではありませんので、随時情報

をくださいということでは今のところ来ておりませんが、何かあったときは活用するというよう

な前提で進めております。  

 以上です。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   実は先日、私、館町なんですけれども、駐在員さん、警察から聞いたところ、このカメラをつ

けたおかげかどうか、多分カメラのおかげだと思うんですけれども、どうやら農家さんのこのシ

ーズン、ホームタンクから灯油だとか軽油だとかの盗難という届けが一件もありませんでした
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と。それも全部この抑止力につながるということで、どんどんカメラ増やしてもらいたい、ある

いは私たちも看板等立てていろいろとそういう工夫しながらやっていくことによって、この町が

抑止力につながっていくと思いますので、どんどんカメラを増やしていただきたいと、こんなふ

うに思います。  

委 員 長   住民税務課長  

住 民 税 務 課 長   大変役に立っている評価というのは大変ありがたいですし、その辺を町民の方に周知していた

だいているという点でも大変助かっております。  

 ただ、カメラの設置につきましては、やはりプライバシーの問題もありますので、ちょっと無

限に設置するという形にはなりませんので、警察や町内会等と話し合いながら、ちょっと重点的

に設置していくような形になるかとは考えております。  

 以上です。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ９番、高田委員  

高 田 委 員   今の関連ですけれども、まず、説明資料があちこち飛んでいるので難しいんですけれども、説

明資料の４番目になるんですね、ここの中に防犯カメラの設置事業というのがあるんですけれど

も、その内容がここにあって資料の説明がこちらにあるのでちょっと確認するんですけれども、

充電機能の拡充というのと、もう一つは先ほどの説明だと特にふだん見てないと、ふだん見てな

いで何かあればということなんですけれども、去年設置した後の確認の仕方というのは、例えば

月１でやっているとか、どんな状況でやっているのかということと、それからもう一つ、今年度

の設置箇所というのはもう決めてあるんですか。  
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委 員 長   住民税務課長  

住 民 税 務 課 長   まず、充電機能の件でございます。昨年度設置した５台につきましてソーラーでの充電を行っ

てはいるんですが、実はバッテリーが稼働が多いと実は容量不足で途切れてしまうということ

で、思った以上の人の通りがあったものですから、ちょっとバッテリー機能を拡充させていただ

きたいということで別途予算計上させていただいております。  

 また、何かあったときの確認という意味でございますが、この防犯カメラですね、自動録画な

んですけれども、センサーで人が通ったときだけ感知して録画して、それをＳＤカードにデータ

をため込むような形でＳＤカードが刺さっております。もし常時監視するとなると、そのデータ

を常時抜き出して見なければいけないということで途方もない労力になりますので、現在設置要

綱を制定しましてどういったときに利用するかというときに、１つは刑事訴訟法による証拠提出

を求められたとき、もう一つは他の法令、ちょっと他の法令がどの程度あるのか分からないんで

すけれども、他の法令の規定があるとき、そして３つ目には緊急的に必要やむを得ない場合、こ

れは例えば学校でも防犯安心メールということで不審者情報とか回ってくる場合は警察と連携し

なければいけない、そういったときには法令の定めのない要請であっても対応するということで

考えております。現在は常時確認はしておりませんので。  

 ただ、一度カードを抜いてみて稼動状況は確認していますので、現在問題なく稼動していると

いうのとバッテリーが足りないというのが明らかになっています。  

 設置箇所なんですけれども、昨年につきましては、役場前、赤沼、上里温泉前、館町のセンタ

ー前、鶉小学校のところの５か所に設置。来年度につきましては、館地区の通り、子どもが多く

通っております通学路になっているところ２か所と、あと、赤沼ですね、こちらのほうの１か所
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ということで予定しております。  

 以上です。  

委 員 長   ９番、高田委員  

高 田 委 員   分かりました。その内容については分かったんですが。ということは、それをあえて見なけれ

ばいけないような事象というのは、今年度については特になかったということですね。  

委 員 長   住民税務課長  

住 民 税 務 課 長   はい、御質問のとおり要請もありませんでしたし緊急事態等もございませんで、確認はしてお

りません。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   ８５ページになります。負担金補助及び交付金、その中の保育園留学授業費補助金についてお

尋ねしたいと思います。  

 この保育園留学、新聞報道とか、あとＳＮＳで知るところではありますけれども、実際何か応

募の件数１００件も超えているという話も伺っている次第ですけれども、実際この保育園留学の

進むべき方向性、例えば年間何人を受入れして、そして例えばそれに向けて恐らく住居なり、あ

と保育士さんの人数足りないとか、その辺の課題もあるとは思うんですけれども、実際進むべき

方向性として今町としてはどのようにお考えかお尋ねしたいと思います。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   まず、４年度今募集しておりまして、１１１件の問合せがありました。ちょっと暮らし住宅が

４戸ということもありまして、あと、これまでのリピーターの方もおります。今調整したとこ
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ろ、３０件程度ちょっと待機というか空き待ちという形でおりまして、そこで今素敵な過疎づく

り株式会社のほうで民間住宅をちょっと今２軒ほど借り上げて、それも活用できないかというこ

とで今ちょっと検討中ではありますけれども、もしそれができれば６戸ということになって、待

機者も何とかクリアできるのかなと。１件当たり今の保育園留学で来られる方、大体１週間ベー

スで今区切って移住体験住宅を今使わせようとして今組んでいる最中なんですけれども、やっぱ

り集中するのはどうしても夏場が集中するような感じで、あとは全くないわけではないんですけ

れども、子どもに保育園留学させながら雪の体験させたいんだという家庭も何件がいるというこ

とを伺っております。  

 ４年度はそういう形で進んでいくのかなと思いますけれども、もしこれがまた正式に、これ４

年度から保育園留学を地方創生で今３か年で進めようとしております。初年度はそういうことで

進めながら、さらに都市部の企業さんにＰＲしたりだとか、その辺もやっていきますので、また

増加も考えられます。そのときの住むところの考え方になりますけれども、今ある体験住宅のほ

かに、あと民間さんだとか、それからちょっとどうなるか分からないですけれども、農済さんの

住宅等も今４戸ほど、塾の関係もございますので、その辺も活用できれば、またさらに受入れを

増やすことができるのかなというふうに考えております。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   町としては、今後も長いスパンでやっていきたいという考えかなと思うんですけれども、例え

ばそれに対して今後住宅をもう少し増やすというんですか、そういう考えなのか、それとも既存

であるものを有効活用しながら進めていきたいという考えなのか、その辺についてお聞きしたい

と思います。  
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委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   それで、令和４年度にこの補助金のメニューの中に保育園留学の拠点整備ということで基本構

想の委託を考えておりまして、要するに今の農済のあるところから隣、旧保育所、それから公民

館の跡地といいますか、あの辺一体、特に旧厚沢部保育所の跡地を活用して、そこにワーケーシ

ョンで来られるそういう都会の仕事しながら来られる、テレワークしながら、子どもは保育園に

預ける。ただ、移住体験住宅だけで仕事ということにもならない家庭もあるのかなということ

で、これ私の、まだ固まったわけではないんですけれども、それらのどういうふうな拠点施設を

整備するのかという構想やるんですけれども、私個人的には、今の厚沢部保育所の跡地を活用し

て、そこに例えばコワーキングスペースというんですが、共同で作業できるようなそういうスペ

ースとか、地域住民が集える、あるいはそれと併せて住宅環境の整備を進めていくというよう

な、そういう構想を４年度に組み込んでおりますので、その辺を昨年の職員の政策コンテストで

もあったように、住環境の整備ですとか、それから公園整備どうなんだというような提案もあり

ましたので、その辺の提案された職員も入れながらこの構想を固めていきたいなというふうに考

えております。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   私自身もこの保育園留学いい取組だなと思っていますので、いろいろ課題はあると思うんです

けれども進めていただきたいなと思います。  

 それと、同じページの８５ページなんですけれども、保育園留学の下段になります。再生可能

エネルギー導入目標策定事業支援業務委託料とありますけれども、この詳しい概要、ちょっと説

明書き見ても分からないので教えていただけたらと思います。  
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委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   先ほど高田委員からも質問あって、歳入の雑入で公益財団法人からいただく事業ですよと説明

させていただきましたけれども、厚沢部町の二酸化炭素の排出量を、国の目標としている４６％

達成に向けての厚沢部町の取組になるものの目標設定の委託をこれでつくって、それを基に地域

新電力構想のハード整備の資料にしたいというか、それの事業であります。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   項目として委託料でありますので、この委託先、役場でやるというわけではないと思うんです

けれども、その委託先についてお尋ねしたいと思います。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   これ専門的な知識が必要になってまいりますので、外部委託、ほとんどが札幌に業者さんが集

中しているらしいので札幌の業者さんになろうかと思いますけれども、そちらのほうにお願いし

たいというふうに考えております。  

委 員 長   ６番、香川委員  

香 川 委 員   そしたら、これは役場内に例えば専門家が１人詰めるという形ではなくて、あくまでも外部委

託で業者が札幌なりで策定を行うという感じなんでしょうか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   うちにプロジェクトマネージャー１名おりますけれども、うちのプロジェクトマネージャーも

一応技術屋さんではございますけれども、１年たちまして、うちの新電力構想の技術面というん

ですかね、その発電量が云々というような、そういう部門はマネージャーも詳しいんですけれど

も、そもそも厚沢部町内の、森林も有していますので、二酸化炭素の吸収がどれだけあるのかと
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か、今一般家庭だとか工場だとか様々な部分での二酸化炭素の排出量どのように導き出すのかと

いうところまでは今のマネージャーではちょっと対応できないので、これは専門の外部の会社の

ほうにお願いして、その目標設定をしていきたいという内容でございます。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ６８ページになりますけれども、委託料の中で人事評価制度運用支援業務委託料９４万６，０００

円、これ前年の予算で人事評価システム導入委託料２２１万１，０００円計上していて、さらに

今回支援業務委託料で９４万６，０００円、なおかつ下のほうで賃借料ですか、人事評価システ

ム使用料で１１８万８，０００円、これこんなにお金かけなければ人事評価というのはできない

ものなのかどうか、お答え願います。  

委 員 長   総務財政課長  

総 務 財 政 課 長   まず、順番にやっていきたいと思いますが、委託料のところの人事評価制度運用支援業務委託

料でございます。人事評価制度につきましては、本格開始が今年度からということでございまし

て、こちらのほうまだまだ浸透してないということで２回ぐらいの研修会を予定している委託料

でございます。  

 下のほう、人事評価システムのシステム使用料でございますけれども、確かに手書き等々でや

れないこともないんですけれども、やはりかなりその課、その課で人事評価を行って、あとまと

めるのがまた総務課でまとめて、最後は副町長のところに行ってという職員の評価をしていかな

ければならないということで、このシステムを導入したところでございます。  

 お金は確かにかかるところではありますが、今後人事評価につきましては、昇給であったり勤
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勉手当であったり、そういったところにも反映させていかなければならないということもありま

して、職員研修の徹底ですとか、システムを使ってなるべくなら簡素化して、その評価制度を充

実させていきたいというところで、このような予算を計上させていただきました。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   確かに人事評価だから大事なことではあるんだと思うんですけれども、一般から言わせたらち

ょっとお金をかけ過ぎるというような思いしているわけですよ。例えば人事評価制度運用支援業

務、２回ほど研修やるのに９４万６，０００円予算持っているだとか、普通考えたらこんなにか

かるわけないと思うんですね。ですから、大事なことではあるんだけれども、お金を詰められる

ところはしっかりと詰めていくということで、もっと必要なところにお金を回してくというふう

な考え方を持ってやっていただきたいというふうに思います。答えは要りません。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   先ほどの公営塾の関係でありますけれども、歳出のほうで８３ページに公営塾の運営事業委託

料が５１７万円、それから、公営塾の施設借上料が１８０万円というような形で、総体的に公営

塾に関わる経費というのはどのぐらいかかるんだか私ちょっと見当つきませんけれども、それ

で、行政として厚沢部町直営で立ち上げる公営塾のイメージ、どういうふうに持っていこうとい

うような形で考えているのか、まずそれを第一にお伺いしたいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   公営塾の運営事業の内容ですが、いろいろ塾を運営するに当たって必要なものがありますが、

一つ公営塾運営事業委託料として計上しているところが５１７万３，０００円というところがあ
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るかと思います。こちらはプリマペンギーノという会社のほうに委託しておるところが一つ大き

いかなというふうに思います。あとは、公営塾の借上料として今現在使われているゆいま～るの

２階の会議室、こちらのほうの会議室の借上料を１年間この予算上では上げております。  

 公営塾のほうは、前にも一般質問にもあったかと思うんですが、農済の施設の跡を活用してと

いう話がありました。３月１５日で今そちらのほうが町のほうに引渡しということになります

が、実際、先ほどもありました保育園留学のところでもお話があったんですけれども、農済の跡

地、建物等々を生かして一体的に整備をするという中に公営塾も考えていくという構想を今政策

課長がおっしゃいましたが考えているところなので、農済の建物も引渡しになったので、すぐそ

のまま塾として使えるかというと、やはり中のリフォームをしなければならないというのも現状

でありますので、４年度に向けて基本構想、設計を立てながら整備をしていくというのが今の公

営塾の状況であります。ですから、このほうが進むまでは、今現状の建物を利用しながら塾を進

行していくということになるかと思います。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   私は、公営塾は本来であれば教育委員会のほうの所管になるのかなと思って、そういう考えを

持っています。だけども保健福祉課長が今説明でありますので、だから、公営塾というのはどう

いうイメージを持ったらいいのかなというのが、ちょっと整理つかないんですよ。ということ

は、子どもたちが、私は塾というのは学校とのやっぱり共存共栄というような、お互いにやっぱ

り協議をしながら進んでいくべきだと思うんです。だけども、何かしら教育委員会でなくて保健

福祉が所管するという意味合いはどういうことですかね。  

委 員 長   保健福祉課長  
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保 健 福 祉 課 長   令和３年度から機構改革がありまして、新しく子育て支援係という一つの係が新しくできまし

た。それが保健福祉課に入っているというところなんですが。新しく子育て支援係がなったこと

で、先ほどから言われています学童保育もそちらのほうに入って、子育て、子ども一般をそこで

担当するというところで保健福祉課のほうになっている状況です。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   実際的には中学生が４０名から、高校生なり４０名近くの子どもたちが通って勉学をされてい

るわけでありますけれども、ただ私は塾というのは子どもたちがやっぱりある意味では学校の受

ける授業等々よりも一歩、二歩先に出ていきたいというようなそういう意識の下で塾通いしてい

ると、そういう子どもが大半だと私は認識しています。ところが、私、ただ子育てだよというよ

うなことであれば、本来のやっぱり塾の目的というか、そういうようなものがかすれてくるよう

な気がするんだけれども、その考えはどうでしょうか。はまっていますか、それともまたちょっ

とずれている考えですかね。例えば、厚沢部町……  

委 員 長   山崎さん、審議に沿った質問で、予算審議でございますので。それは、公営塾の運営の関係と

か。  

山 崎 委 員   だから、公営塾の運営とか、全てそういうようなものでないと、この予算認められなくなるわ

けでしょう。だから、公営塾はどういうことなんですかと聞いているんです、中身を。  

委 員 長   町長  

町 長   御案内のように、この公営塾をつくったときから、公営塾を開設したときから、これは厚沢部

町については今学校教育を離れて、そしていろいろと今町内の子どもたちは函館市、江差町だと

かいろんな方面の塾に通っている子どもたちをどう救うかという、こういう中で厚沢部町に独自
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の塾を、それなりに子どもたちの面倒見ながら、その教育をしながら生かしていくかと、これ学

校教育とは全く別ですから。したがって、教育委員会ではないというふうな。これ教育委員会と

ちゃんぽんにしますと、これどっちがどうするのとこうするの、先生方が困ると。したがって、

そういうことを混乱させないように、町が独自の公営塾ということで動かしている。  

 ところが、やはり考えてみると、やはり子育ての一環ですから、はっきり言うと。公営塾つく

る際の私の考え方は、はっきり言うと中学３年生を主体にと、受検対策ということで考えた塾で

あります。それがやはり父兄のほうからのいろいろな意見、要望、こういうものをぜひ中学校１

年生から、あるいは中学校３年生だけでなくて高校生も入れてくれと、こういうふうなことが住

民の要望が出てきまして現在の運営体制になった、こういう経緯があります。  

 したがって、私は今のところ非常に公営塾は子どもたちにも父兄にも大変いい評価をいただい

ておりますから、当分はこういうふうに中学校１年生から３年生、それから高校３年生、子ども

たちが希望するんであれば、親の言いつけじゃなくて子どもが自ら進んでそういう考え方になっ

ているということは大事なことでありますから、うちの公営塾は受けますよと、こういうことで

進めております。  

 先ほど公営塾の負担のこともお話出ましたけれども、本来の考え方は私は無料で、ただその中

で運営する中でテキストだとかいろんなものを買わなければならない、個々ばらばらに買うとい

うことではなくて、そういうテキストだとかそういう学習資料の経費については、先ほど言いま

したように５，０００円、それから３，０００円、そういうふうな塾のほうでの適正価格をつく

って進めていると、こういうことですから、今私は結果的にはこの公営塾、子どもたちの通って

いる状態を見ても、大変これはまだ十分子どもたちの意欲が見られるなというふうな考え方で実
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は見ているわけです。  

 今農済の事務所を使ってという、農済からの払下げじゃないんですけれども譲り受けを３月で

しますから、これらについては、塾が今３か所ぐらいに散らばってそれぞれ勉強させているのが

非常にやっぱり不具合がありますから、農済の上下を使って１つに改めると、そういう場所にし

ちゃおうという考え方で農済から譲り受けたものであります。ただ、この公営塾のために使うと

いうことには、いろいろ建物の火災予防だとか、建物の大きさによって防火栓を入れるとか、そ

ういう建物上のそういう規制があります。ですから、それらを全てクリアして改修して、そして

塾生全員の場所にしようというふうな考え方で今進めております。  

 これからもやはり厚沢部町の子どもたちが、塾で昔はそれこそ函館市まで通った経緯がありま

すけれども、やはり地元でこういうふうに塾で学べるというふうな環境をつくれるということ

は、私は将来の厚沢部町の子どもたちの最善の行政サービスだと思っておりますから、こういう

方面の進めをもっともっと進めていきたい、こういうふうに考えております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   私はこの歳出予算に反対云々じゃないんです。ただ、やっぱり公営塾というものは何なんだと

いうことを確認をした上でないと議論できないよという意味なんです。だから、今町長おっしゃ

るように、私は人への投資ということを考えたときに、こういう子どもたちに思い切って投資を

して教育に力を入れるというのは、大きなまちづくりのための第一歩であると私は考えていま

す。特に檜山において、渡島もそうだと思うけれども、町が直営で塾を立ち上げているのは厚沢

部町だけでしょう。だから、最高の私はニュースになっていると思うんです。だから、その成果

として、やっぱり子どもたちに十二分にその成果が出るような環境づくりをしてやらなければな
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らないわけですよ。そういう意味で、今進んでいる塾に子どもたちの頑張りも私も評価もしたい

し応援もしてやりたいといふうに思います。  

 ただ、一つ、子育てというような感覚もあるものですから、中にはいろいろ話を聞かれており

ますけれども、余り先んじていくような塾の進め方というのは駄目だよというふうなことも聞か

されております。ですから、決して学校と対立するということでは私はよろしくないと思います

ので、学校プラスアルファで、そういう自らが行って勉強したいという子たちが塾に集まるわけ

ですから、それの期待に応えるような環境づくりを大いにやっぱりやるべきだというふうに思っ

ています。  

 ですから、私は福祉もあるし教育委員会も全ての機関を通して、子どもたちにぜひいい環境を

つくって、いい結果が出るように、ひとつお願いをしたいというふうに思っています。特別、こ

の予算については問題はないです。  

委 員 長   審議の途中ですが、１４時２０分まで休憩します。（１４：０９）  

委 員 長   休憩前に引き続き審議を続行します。（１４：２０）  

委 員 長   総務費について、６５ページから９５ページ。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   地域協力隊について、これは８２ページです。地域おこし協力隊の報償費、そのほかにいろい

ろとまた関連もあるんですけれども、現況の状態で地域おこし協力隊はどのような体制になって

いるのか、まずそこからお聞きしたいと思います。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   現在の協力隊については、特産品開発に取り組んでいる２名と、それから公営塾２名分の４名
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分を計上しております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   説明書を見ると、公営塾講師、そして特産品開発、販路開拓で計４名というふうになっている

んですけれども、ということは、今年の計画として募集はどのように考えていますか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   現在の予算計上の段階では今いる現状の予算でございますので、募集はしていきますけれど

も、出た段階で追加補正で対応したいと考えております。今４名分で、現員の分で４名分しか見

ておりませんので、もし新たに協力隊で採用するということになった場合については、追加補正

で対応したいと考えております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   課長、今現況でさっき説明したのは特産で２名、公営塾で２名ということであれば、公営塾は

２名で間に合うんですか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   協力隊の対象になるのは、都市圏から移住された方がこの協力隊の制度に乗れるということ

で、今塾は４人で動いておりますスタッフは、そのうちの２名がこの協力隊制度に乗って人件費

相当をこの協力隊制度で賄っているという状況でございます。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   今年から保育園留学推進協議会、この中の説明でも公営塾と連携しというような１項目がある

んですけれども、これはどういうふうに捉えたらいいですか。  

委 員 長   政策推進課長  
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政 策 推 進 課 長   まず、この補助金の絡みになりますけれども、新年度早々にまずこの子ども園留学の推進協議

会、まずこれを早急に立ち上げたいと考えておりまして、この協議会の構成委員につきまして

は、例えば認定子ども園だとか、それから公営塾、それから農業関係にちょっと関連がありまし

て農に生きる推進協議会だとか、それから素敵な過疎、それから官から金融機関、それから観光

協会、それから農協さん等の構成員で協議会を立ち上げたいなと思っております。このうち公営

塾の関連につきましては、先ほど山崎さんからも公営塾の中身どうなのということで、確かに公

営塾は学力向上もそうですけれども、これまでも何回か実施してはおりますけれども、塾生の子

どもたちに課題解決能力といいますか、そういう社会人になってから、なるまでの、そういう課

題解決能力だけではないんですけれども、それらのものを身に着けさせるという意味合いもあり

まして、地域魅力化プロジェクトという町内におけるいろんな課題、それの掘り起こし、それに

向けた解決方法などのそういう勉強会といいますか研修といいますか、そういうのもプログラム

の中に入っておりまして、それを今回の保育園留学の事業の中の一環としてそういうのも盛り込

んでいきたいという内容でございます。なおかつ、推進交付金で３か年で今進めようとしている

んですけれども、できればその公営塾の一部運営経費的な部分も推進交付金で２分の１相当を事

業費で賄えればなという考えもありまして、新年度そういうふうに進めようとしているところで

ございます。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   課長、例えば今農に生きる推進協議会の中で新規就農対策も入っているんですけれども、町と

してこの地域おこし協力隊の中にそういうふうに今農業のほうやりたいと、新規就農で入りたい

ということになったら、この予算づけの中ではどっちのほう、やはり地域おこし協力隊というふ
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うな捉え方してよろしいですか。  

政 策 推 進 課 長   どこから応募されてくるか分かりませんけれども、地域的にそれが該当するんであれば、地域

おこし協力隊制度を活用して予算計上したいというふうに考えております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   今年度も厚沢部町として地域おこし協力隊の新規就農、農業やりたいというような方々を募集

はするんですか。  

委 員 長   政策推進課長  

政 策 推 進 課 長   ちょっと詳しい話は農林のほうになりますけれども、新規就農以外でも全般に協力隊で移住し

ませんかみたいなＰＲはしております。そのほかに農林のほうでも、たしか先般だったと思いま

すけれども、ちょっと今コロナの関係でオンラインだったかと思うんですけれども、そういう就

農フェアみたいのも開催して、何か問合せが数件あったような話までは聞いておりました。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   来年度に向けて新規就農者の募集に当たっては、農に生きる推進協議会の中で引き続き就農フ

ェアへの出展ですとか、今年度も東京等であったんですけれども残念ながらちょっとコロナでオ

ンライン開催と、ただ、札幌のほうの就農フェアにも今年度参加しておりまして、その中で数名

の問合せはいただいているところであります。これがお試し的にフェアに訪れた方なのか、短期

研修につながるかは、今後のちょっとやり取りになるんですが、来年度においてもコロナの状況

を見ながら東京都とか札幌、大阪方面の就農フェアに出展して募集を図ってまいりたいと考えて

います。  

委 員 長   １番、中山委員  
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中 山 委 員   何か新規就農で第三者継承で入ってきた方が去年いて、途中でいなくなったと、他町に行って

しまったということで、大変残念な結果に終わりました。そういう中で、当町として今後の受入

れ体制の中でこの今言った第三者継承でやるか、全く関係なく新規就農で受けるのか、その辺の

これから今年に向けての受入れ体制についてどのように考えているか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   ４年度において今後第三者継承でいくのか、それとも自立経営の就農を目指すのかということ

は、就農希望者の中でも様々な希望があろうかと思います。畑作経営で就農したいということで

あれば、独立自営就農よりは第三者継承が望ましいでしょうし、また、ハウスにおいてもやはり

園芸設備だとかに投資が必要だとなれば、自営よりもやっぱり第三者継承を選ばれる方もいらっ

しゃると思います。  

 ただ、なかなか、今年度来ていただいた、協力隊で就農希望で来られた方も第三者継承で就農

を最初は希望されていたんですが、その後なかなかうまく行かないと。役場ですとか、あといろ

いろお話しした中では、自営の就農はどうですかという意向を聞いたら、やっぱり自営就農はち

ょっと自分的にも心配なので希望できないと、選択できないという御回答でした。なので、かな

りやっぱり個別に対応するケースが出てくるかと思います。  

 今後に向けてなんですけれども、一般質問でもお話ししたように、人・農地プラン、これを作

成する、目標地図を作成していくことになろうかと思います。その中でいろいろ地域として就農

希望者を受け入れたりだとか、継承してもいいよだとかという方を、話合いの中ではいろいろ出

てくるかと思います。そういったものを拾いながら就農につなげていければなと考えているとこ

ろです。  
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 以上です。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   町長、前に言っていたのは、例えば農業振興公社、そして農業活性化センター等において何年

かの間訓練すると、勉強すると、実習するような形で新規就農者を受け入れるというような方法

も本当に大事じゃないかなと思う。ほかの市町村でも結構、平取町だとかのほうに、日高町です

ね、そっちのほうでも町独自で研修場を持った中で新規就農者を育てるというような方策がすご

く成功しているみたいです。当町でもそういう形でやれないものかどうか、その辺は町長はどう

考えているのか、お聞かせ願いたいと思います。  

委 員 長   町長  

町 長   実は今こういうお話の前に昨年、一昨年の秋に海外の青年を厚沢部町で受入れしてほしいとい

うふうな要請を実は受けて、そしてそれは５年間、厚沢部町に４０人の青年を、バングラデシュ

の青年ですけれども厚沢部町でぜひ受け入れてほしい。中には建設業の技術を取りたいという青

年、例えばユンボだとかそういう人、中には農業専門にというふうな青年をバングラデシュの国

が全額経費を負担して、そして厚沢部町に４０人の青年を連れてくるので受け入れてほしいと、

こういうふうな話が実はあった。もしそれが実現すれば、今みたいな話はほとんどそういう中で

可能になるなというふうな考え方がありましたら、あえて地元、日本国内どうのこうのという騒

ぎは起こしておらないわけですけれども、もしそれが実現すれば、本当に農家個々にも配置でき

るし、それから同時に江差町の職業訓練所のあそこに行って免許を取らせて、地元の建設業に張

りつけて３年、５年の研修をさせると、こういうことも可能だなということで、いろいろその辺

は検討をしてきました。  



－８５－ 

 ところが、ちょうどそれからコロナが始まって、もう国内に入ってこれないというふうな状態

が２年間続いていますので、このコロナの問題がある程度収まれば、また、国内に入ってくると

いう、国挙げてやっている話ですからぜひ受けたいなとは思いながらも、ただ４０人というとど

こ泊めるかなと、そういう心配もあるわけですけれども、いろいろ工夫しながら、もし本決まり

になったときには対策をしてみたいと、こういうふうに思っております。  

 こういうこれからの労働力というものをやはり重視したものの受入れをしなければならないと

いうような、こういう労働力が４０人も入ってくるということはありがたい話で、ぜひ積極的な

バングラデシュとの交渉をしてみたいと、こういうふうに思っているところです。  

 いずれにしても厚沢部町では、担い手対策というのはよそでやってないことはたくさん実は農

作業の関係であります。大学生が去年、おととしまで４０人も入ってきたり、農業の忙しいとき

に全部張り付けて４０人の学生が全部ここで免許を取りながら、鉄砲の許可を取るものと運転免

許を取るものがいる、そういうふうな受入れがずっとされてきたわけですから、厚沢部町にはそ

ういう大学生を受け入れるという体制がずっとできていたわけですから、このコロナ禍で止まり

ましたけれども、これある程度収まりましたら、さらにまたそういう体制を組みたい、こういう

ふうに思っています。  

 いずれにしても担い手対策的なものは大いに進めながら活発な農業に、元気のある農業に方向

づけていくと、こういうふうな考え方でおりますから、今言う地域おこし協力隊も率先して受け

ますし、そういう受けるほうの考え方で十分我々は対応していきたいと、こういうふうに思って

おります。  

委 員 長   ほかにありませんか。  
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委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   ９５ページの監査委員費でありますけれども、何か毎回の定例会に同じことを言っていますけ

れども、去年の１２月にも監査委員の報酬について述べましたけれども、町長から引き上げると

いうような感触をもらったわけでありますけれども、いざ見てみると前年と同額ということで、

この辺どういうふうになっているのか説明をお願いしたいと思います。  

委 員 長   総務財政課長  

総 務 財 政 課 長   監査委員の報酬でございます。たしか前お答えしたときには、たしか真ん中ぐらい、中間ぐら

いの報酬の高さということでございまして、ただ、監査委員だけ、特別職と規定されている人た

ちの中にはまだほかの委員もいたり、選挙管理委員もいたり、いるんですけれども、監査委員の

職だけぽっと上げるというのもなかなか難しいのかなと。その際にも特別職報酬審議会という審

議会を開いて全体の中で話し合って、上げるんであれば全体の委員として委員全体を上げていか

なければならないのかなという私の考えなんですけれども、今の段階では若干ちょっと難しいか

なという思いでおります。  

委 員 長   町長  

町 長   今課長から答弁しましたように、忘れているわけではありません。ぜひ監査委員さんの報酬等

についても、管内では真ん中辺ということで説明はしたわけですけれども、もっともっとうちは

待遇的には考えたい、こういうふうに思っております。  

 ただ、やはり監査委員さんもそうですけれども、議員さん方の報酬ももうそろそろ報酬委員会

で検討してもらおうかと、こういうふうに考えておりまして、そういう関連の一連の公共委員の

方々の報酬を見直すということも考えております。ただ、議員さんの報酬ばかりでなく議員さん
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の定数もあるでしょうから、いろいろそういうことも関連するものをある程度整理をしながら、

そしてこの報酬のアップをしていきたいと、こういうふうな考え方は変わりありません。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   来年になるかどうか分かりませんけれども、引き上げる気は十分あるというふうに感じました

ので、ぜひそのようにお願いしたいというふうに思います。  

 それで、後のほうにも前監査もおられますけれども、ずっと毎月監査やるときでも、今日みた

いに定例会に出席されたときでも手弁当でやっていると。すごいものだなというふうに私は新人

議員になったときに思いました。役場で弁当ぐらい出してやればいいのになというふうに思いま

したけれども、その辺までも出さないと、出せない理由があるんであれば別なんでしょうけれど

も、そのぐらいの対応をしてやってはどうかなというふうに思いますけれども、細かい話で恐縮

なんですけれども、その辺どういうふうに考えますかね。  

委 員 長   総務財政課長  

総 務 財 政 課 長   たしか、議員の皆様方は議員の皆様方の中から払っているんではなかったでしたっけ。いろい

ろそういったことから考えますと、ここで食料費を見るというのもどうなのかなと、今までどお

りの扱いでやってもらうしかないのかなという私の個人的な意見ですけれども。確かに拘束され

ることは、今回のように３日だったり４日なり拘束されるところではありますが、そういった周

りの実情も踏まえまして御理解いただきたいなというところでございます。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   余りしつこくしゃべる気もないんですけれども、何でも前例踏襲でやれば何も考えることなく

て工夫も要らないんですよ。だけども、その中で何か相手にしてやりたい、いつもお世話になっ
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ているなというふうなことも兼ねて何かをしてやりたいなというところから改革というものが生

まれてくると思うんです。ですから、そういう気持ちを少しでも持って業務に当たっていただき

たいということをお願いして、回答は要りません。よろしくお願いします。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ５番、山田委員  

山 田 委 員   ８７ページの委託料になるんですが、１２番の上から４段目ぐらいで昨年なかったものですか

らちょっとお聞きしたいもので、標準宅地鑑定評価業務委託料と、この委託料ですが、これはど

この誰に委託するものなんでしょうか。  

委 員 長   住民税務課主幹  

住 民 税 務 課 主 幹   この委託料に関しては、宅地に関しては適正価格を把握するために評価替え、固定資産税の評

価替え３年に１回やっていまして、この評価も３年に１回行っています。今度の評価替えは令和

６年ということで、４年度中に数字を確定、５年の５月１日現在の評価額を出していただくとい

うことで４年度中に発注する予定です。町内、今回４３地区を予定していまして、この専門家で

ある土地家屋調査士さんに毎年、ずっと３年に１回、もうかれこれこの制度になってから２０何

年以上ずっと３年に１回それぞれの評価をいただいて、その数字を根拠に宅地の評価をすると。

基本的にこの鑑定評価でいただいた一定の１地区の７割を固定資産税の宅地の評価額として、そ

れ国の指導ですので７割を評価する。だから、今回３年に賦課した段階で宅地の評価は、こうい

う情勢ですので町内全体全て１０％ぐらいずつ下がっております。だから、この傾向でいくと次

のときも少し宅地の評価額は下がるのかなと。あと道の評価なり国の公示価格でもやっぱり少し

ずつ目減りしてきていますので、町内の宅地の単価は下がってきていますので、その辺も踏まえ
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た上で来年評価していただこうというふうに思っております。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   今の関連質問でございます。宅地鑑定ということは、土地調査士でなく不動産鑑定士のほうが

合っているんじゃないかと思うんですけれども、その辺はどうなんでしょうね。  

委 員 長   住民税務課主幹  

住 民 税 務 課 主 幹   すみません、浜塚委員のおっしゃるとおりです。不動産鑑定士です、すみません、訂正しま

す。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、第３款民生費について、９６ページから１１０ページ。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   民生費の中の９９ページですか、９９ページの委託料の中で高齢者生活支援事業委託料４，８０５

万９，０００円、これは町長がいつも言われるように１３項目の老人福祉対策をやっていてこの

金額なんだということは分かります。  

 この中で老人福祉の除雪サービスというのがあるんですよ。それで、今年のような大雪では老

人も雪かきで大変苦労しているということで、この中では体の不自由な人だとか独居の高齢者が

対象になるというふうに書いていますけれども、本人負担は３０分で１５０円ということで玄関

前から道路までというふうなことで、３０分を超えれば倍の３００円、もっと超えれば１５０円

ずつ上がっていくというふうな内容ですけれども、先ほども言いましたけれども、今年は大雪で

大変老人の方も雪かきで難儀をしているというふうなことで、よく地域の方から隣の町等では、

１，０００円払えば、年間ですね、年間１，０００円払えば除雪してくれるんだと、いや、いい



－９０－ 

ね、何とか厚沢部町もならないのかというふうなことを要望されるわけですよ。  

 ですから、この中で例えば体の不自由な人、独居老人でなければ、例外はあるにしても、例え

ば２人夫婦で８０歳になっていても自分たちでかけよというふうなことになるので、この辺、隣

の町の制度だとか、隣の町だけでなくて付近の町の制度だとかも見ながら、もっと広範な雪かき

対策を実施できないのかなというふうに思っていますけれども、この辺の対策について今と全く

変える気がないのか、もう少し見直す気があるのかというふうなことも含めてお答えをお願いし

たいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   この除雪サービスは、今議員がおっしゃったとおりなんですけれども、うちの対象としては高

齢者で除雪が困難な方、なので高齢者で御夫婦で共にやはり除雪が大変という方も対象にはなっ

てはいるんですけれども、申請をしていただいて、状況を確認した上で判定会議で決定している

わけです。うちの除雪サービスは高齢者事業団に委託をしております。  

 ほかの町は私もちょっと調べてみて、さっきの１，０００円とか２，０００円とか、１シーズ

に１，０００円、２，０００円を町に払って、あとは町がそれぞれの委託先、事業団ですとか町

内会等々に１シーズン幾ら幾らというので町のほうが支払いをしていくという。だから、個人負

担としては１シーズンに１，０００円とか２，０００円のところがあるんだということなんです

ね。  

 うちは、厚沢部町は雪も多いのもありますけれども、１回１回というふうな捉え方で時間で計

算をしております。だから、雪が少ないとき、もう本当に１か月に１回のみとか２回のみとかと

いう月もあれば、そこは単価が安くなるという計算にはなるんですけれども、それを１か月まと
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めて何回、何時間やったということで、事業団のほうで集金に自宅のほうに行ってもらっている

というようなことになります。町としては１５０円、あるいは１時間で３００円の自己負担利用

料はいただきますけれども、町としては事業団のほうに１時間２，５００円という委託料を支払

っております。  

 各近隣の町をちょっと調べてみたんですけれども、除雪する範囲、幅とかですね、そういうの

も１メートルのみとかスノーダンプの幅だけとか、本当に人が１人通れるだけの除雪に限定され

ているようなことが書かれております。うちは、幅を３メートルとして、車が１台通れる幅で生

活道路確保というふうにしております。中にはデイサービスとかに行っている方は、迎えの車が

家に入れないんだという事情もありまして、そういう対象には車が交わされる、家の前で、それ

だけの条件をつけてというふうに、厚沢部町ならの豪雪地帯ならではの工夫をしながら除雪サー

ビスのほうはサービスの内容としてはそういうことでやっています。  

 それ以外、生活道路確保以外の例えば物置の前、車庫の前、裏玄関、その辺をやってほしいと

いうのは、ちょっとサービス以外として個人で事業団のほうに依頼してもらっています。そこは

個人が同じ金額、時間で２，５００円なりを事業団に払ってもらうということでやっておりま

す。  

 この除雪サービスに高齢者事業団の会員の皆さんだけで回るには限界がありまして、その地域

の除雪できる方を頼んで１シーズンやってもらったりとか、いろいろ人材を集めるのにもう秋口

から事業団の方がもう走り回って、今年の冬頼むよというようなことでお願いをして人材を集め

ているような状況です。今現在厚沢部町は１０４人登録されていますが、今年は非常にやはり雪

が多かったので実績を見るとかなり時間数も回数も多い結果にはなっておりますが、１回１５０
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円を高いと感じるかもしれないんですけれども、ここはできるだけこの金額に抑えていければな

というふうに考えているところです。  

 地域によっては除雪サービスの申請が全く、全くというか少ない地域もあります。そこは、も

う地域の人たちが助け合って、隣のおじいちゃん、おばあちゃんのところはうちも一緒にかいて

あげるよというような除雪を助けている地域もありますので、サービスはサービスとして、やは

り除雪問題は厚沢部町としては地域の方たちの協力というのも高齢者に対しては必要になるのか

なというふうに考えているところであります。  

 以上です。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   話としては十分理解はできます。  

 ただ、住民等年寄りとしては、そういう例えば江差町で１，０００円しかかからないんだよと

かと、そういうもう話しか出てこないんですよ。ですから、できれば厚沢部町でも１，０００円

だけ徴収して、あと高齢者事業団に今までどおりやらせて高齢者事業団に払ってやると。本人か

らは何回行ってでも年間１，０００円だけもらうだとか、そういうふうなことでも対応してやれ

ば、ああ、厚沢部町も江差町と同じだねというふうになると思うんです。年寄りだから、いいと

ころばかりしか見ないんですよ。だから、そういうことも考えて。  

 それと、今年は特に大雪で例外的だったかも分からないけれども、軒先に落ちた雪を高齢者事

業団に出してもらったと、４，０００円取られたというんですよ、払ったんじゃなくて取られた

と言うんです。こういう住民、確かに年寄りもいるわけだから、もっと住民にサービスが行き届

くような、お年寄りに、せっかく予算を持っているんだから、１００万円や２００万円多くかか
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ってでもやってやるべきだなと私は思いますけれども、どうですか、その辺、１，０００円だけ

徴収して、あとは町で全部持つというような力強い言葉でもいただければ、私ももう今日はよか

ったなと思って帰れるんだけれども、どうでしょうか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   思いは非常によく伝わって分かります。  

 他町の話を聞きまして、１，０００円払って、なのに今年は雪も何も降らないのに１，０００

円そのまま取るのかという声もあるというふうに聞いています。あるいは、お金を払っているの

にちゃんと時間に来ないとか何やっているんだというような、そういう不満、クレームというか

町のほうに入って、なかなか大変なものですというのを各町の担当者のほうからもちょっと聞い

たところです。  

 どういうやり方が本当にいいのかというところなんですけれども、１回例えば１，０００円な

のか２，０００円なのか、厚沢部町はどうしても雪が多いから３，０００円なのか、１シーズン

払って、あとは委託料を事業団のほうに払っていくというやり方もあるとは思うんですけれど

も、そういう反面、１回幾らというのをすごく記録取っていて、１回多いんじゃないかとか、３

回多いんじゃないかとか、そういうように計算する方もいらっしゃるので、そこはちょっと厚沢

部町ではどうなのか。１回幾らとなると明確なんですよね。１回３０分、３回来たねと、だから

こうだねと言えるんですけれども、そのあたりですとか、いろいろ厚沢部町の除雪サービスとい

うのは本当に欠かせないサービスですので、より厚沢部町に合うのかどうかというその徴収の仕

方は、ちょっと今すぐここで１，０００円、２，０００円もらうやり方がいいというふうにはち

ょっと言えないんですけれども、本当に事業団が走り回って、本当にもう７０何軒とか８０軒を
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毎月徴収してもらっているんですよね、説明をして。何回でこうだよ、請求書出して。それでも

１回も来ないと怒られるところもあるんですね。  

 そういう中でやりくりをしていただいているので、ちょっと除雪サービスに当たっては秋口に

対象者の見直し、この方は家族がやるからいいねとか、そういうようなのをきっちりやった上で

冬期に臨んでおります。雪が降り始める１２月は、やっぱり新規の人が殺到してくるんですよ

ね。そうすると、かく人がいないとかという中で、本当にその日、その日待ったがきかないので

切り盛りしていますので、今後そういうやり方が本当に厚沢部町としていいのであれば、皆さん

町民の方々がいいのであれば検討の余地はあるかなと思うんですけれども、ちょっと今すぐやり

方を変えるというのは即答できないかなと思います。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   すぐ変えるということもなかなか難しいかと思うんですけれども、利用者に聞くということも

そういう組織もないわけだからなかなか難しいんだろうと思うんだけれども、こういう雪の多い

ときでも厚沢部町に住んでいて安心して暮らせるねというような体制をつくっていただければ、

住民お年寄りのほうからも文句は来ないわけでありますので、常に住民目線で耳を傾けながら対

応をしていただきたいというふうにお願いしまして、答弁は要りません、よろしくお願いしま

す。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   今の雪かきの件でございます。私、事業団入って雪かきのほうはしておりませんが、現場をよ

く私知っていると思うんで、今の質問に対して答えるわけではございません。現実を話ししたい

と思います。  
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 実は江差町といっても、海岸沿いと例えば小黒部ですね、雪の量が違うと思うんです。今

１，０００円というのが出たというのはどの地区かは分かりません。話を聞きますと、ふだんの年

ですね、年に二、三回雪かきすれば終わりますという話も聞いています。ですから、１，０００円

か２，０００円か分かりません。もし１回もらうとしたらね。ただ、事業団側からの要望とすれ

ば、本人からの徴収を１回で終わらせますと、あとは役場だけの対応になりますよね、集金とい

うんですか、お金もらうのね。そういう点では、わがままかも分かりません、事業団の事務とし

ては借金がなくなるんですよね、あればね。それが役場だけの、まず一本もらって請求で終わる

ということになれば、事務的にも随分楽になるかとは思います。  

委 員 長   答弁はいいですか。  

浜 塚 委 員   答弁よろしいです。今言ったとおり、事業団の仕事の中身、実態をお知らせしたということで

ございます。それを踏まえて、参考になると思いますので話をさせてもらいました。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ９番、高田委員  

高 田 委 員   ページは同じページですね、９９ページの１８番負担金補助及び交付金のところの社会福祉法

人厚沢部福祉会元利償還分７５８万円、これ、前に言った経緯もあるんで、去年はこれなかった

ものが今年また復活したということになると思うんですが、この内容は復活して今後も再度続く

のか、さらに続くのか、または、今回事情があってこれをこういうふうにしたのかということの

内容を御説明ください。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   こちらは、地域密着のホームやまぶき建設費の償還金を平成２３年から補助を町がしていたも
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のなんですが、令和元年からそのときの福祉会のほうの収支の状況を見て補助をしなくても大丈

夫というところの収支がありましたので、令和元年から令和３年、３年度はだからなかったんで

すけれども、その間を中止しておりました。中止というか、一時停止して状況を見ていたんです

が、最近の状況としてあっさぶ荘もかなり老築化、建ててから老築化して、建物の修繕ですとか

備品の取替えですとか、あとは人件費の増加等がありまして、なかなか収支状況が厳しくなって

きたという状況が今現状であります。ということで、来年度４年度から、新年度からまた以前の

償還のところを補助するということになったものであります。一応最後は令和１０年までの返還

に今のところはなっていますが、またその収支状況では変化するかもしれませんけれども、今の

収支の状況ですとなかなか厳しいので補助するということでなっております。  

委 員 長   ９番、高田委員  

高 田 委 員   何度か見ているので収支結構厳しい、前から見ると厳しくなってきたなというのは私も見てい

たんですけれども、今年度の予算の中でエアコンですか、それが本館のほうはやったけれどもや

まぶきのほうは予算出せなかった、逆だ、やまぶきのほうは出せたけれども本館は駄目だった

と。その分もまたこれどこかで経費見るんでしょうけれども、将来的に古くなって、また同じよ

うなことが出てくるということが考えられるので、その考えられることを見越したところの元利

償還分を充てるという捉え方でいいんですか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   そのとおりだと思います。先ほどのエアコンも１，１００万円ぐらいの分が予定していたとこ

ろがついていませんので、ちょうどやまぶきと生活支援寮が端、端ついたので、真ん中の一番中

央のところがエアコンがないような状況で今あります。なので、もう今、夏４０度近く、あっさ
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ぶ荘御存じだと思うんですけれども天窓があって、日が入ると非常に高い気温、室温になってし

まうということで、高齢者の方にも影響が出るということもあるので、一度にはできないんです

けれども、何基かずつホールのところのエアコンを想定しなければいけないのかなというふうに

施設のほうでは考えているというふうに聞いています。なので、そうなるとその費用もかかりま

すし、なかなか人件費のほうも上がってきますし、厳しいのかなというところでは考えておりま

す。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ９７ページの社会福祉総務費で社会福祉協議会運営費補助金７８０万円計上されております

が、その根拠をお知らせください。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   この補助金は、ずっと頭打ちでこの金額で来ていますが、社会福祉協議会の局長の賃金と事務

職員の１名の賃金をここに充てております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   局長等人件費ということなんですが、こういうふうにして協議会等々の補助金を出す場合は、

やっぱり内容をきちっと精査した上で収支計算とか何とか、そういう上でやっぱりどうなってい

るとかということ、それはやられているでしょうね。毎年同じだけの金額を定期的に人件費とし

てやるというような今答弁でありましたけれども、経営内容というのはどうなっていますか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   社協のほうの収支のほうは、予算のときにきっちり収支のほうは確認しております。頭打ちと
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いいましたけれども、この補助金のところはこの金額でここ何年来ていますけれども、実際のと

ころは、これよりもやはり少し上回って賃金、人件費を見なければならない状況なんです。そこ

は社協のほうから持ち出しをして支払っているというところにあります。そちらのほうは、収支

のほうは町のほうでも確認を、監査の時点で入るわけではありませんけれども、結果としてきち

んと把握をしております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ９９ページのほうに入りますけれども、高齢者生活支援事業費、大きな金額であります。それ

から、生活支援業務もあります。等々の要するに予算計上されておりますけれども、こういうこ

とはこの福祉協議会の事業として取り組んでいるわけなんですか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   先ほどの高齢者生活支援事業の１３項目のうちの全てではないんですが、おおむね社会福祉協

議会のほうに委託している事業であります。その一つ一つの事業に関わる費用を予算のときに出

していただいて、吟味をして、それを予算に計上を確実にしているところです。  

 今回この委託料が少し例年よりもアップしているかと思うんですが、こちらのほうは燃料単価

がすごくアップしていることですとか、契約一つ一つの単価が平成１６年に見直しを少ししてか

らずっと同じ単価で社協のほうでやっていたので、そこをちょっと単価の見直しをして一つ一

つ、主には外出支援サービスと家事援助サービスの単価なんですが、少し単価を上げたというと

ころでの増になっております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   ちょっと休憩中に話題としまして、このたびこのコロナの関係でほとんど敬老会が開催されな
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くて、町のほうから寿商品券を配付しました。鶉の場合は町内会長を中心にして配ったんです

が、ある老人の人方が、寿商品券をごみと一緒に燃やしてしまったという、そういうハプニング

があったそうであります。  

 そういうような形で、特にその上にある敬老福祉年金も１，５６０万円です、かなり大きな金

額なんですが、ただ口座で振り込んでいるんですよね。だから、そういうような意味合いで、何

かしらこの事業そのものが捉える側にしてだんだん薄れてくるんじゃないかと、思い入れがない

ような気がしているんですよ。だから、この敬老福祉年金は１，５６０万円ですよ。やっぱりそ

ういうこと、かなり古いのをそのままでただ継続しているに過ぎないんですよね。  

 だけども、高齢者の考え方も全てどんどんどんどん変わってきているわけですから、それに合

ったような何かしらアイデアを入れたものを考えなければならないなと思ったりもしているんで

す。どうですか、この敬老福祉年金、ある老人の方々、実際受給している方から聞くんだけれど

も、２万円いただくのはありがたいです、だけどもこれ合わせてば１，５００万円になるんです

よ。合わせた中で何か違う施策を打ってもらったほうがありがたいような気がすると、そういう

声も聞かれてくるんですよ。  

 いかがでしょうか、この件については。このまま、またずっと続けるという意味なんでしょ

う、このままで。  

委 員 長   町長  

町 長   今、山崎議員から敬老福祉年金、これ継続するのかどうかということも含めて考え方が出たわ

けです。私もすぐやめたいのが気持ちであります。ぜひ議会のほうからやめなさいよという意見

を出してもらって、何年も当初３万円の支給でしたが、途中で１万円にして、１万円は低所得者
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の灯油代というふうな中身を変えて今まで来ているわけですけれども、今、山崎議員が言われる

ように高齢者もそういうふうな考え方になってきているということであれば、ぜひ、予算は組ん

でいますけれども事業廃止というのも考えていきたい、こういうふうに思います。  

 確かに大きな金でもありますし、昔は現金を支給したという経緯もありましたけれども、今そ

れぞれの高齢者の方々に振込で贈呈をしていると、こういうことであります。ただ、今までの経

緯の中で、私はもうそろそろ額も下げていきながら最終的にはこの事業はなくしたいなというふ

うな思いではおりましたけれども、逆に、私は今年で対象者なんだと、町長廃止しないでくれ

と、こういう方も何人か言われまして、ああこの人は初めて福祉年金の対象者になるんだなとい

う思いもしながら、ぜひこの対象メンバーになってもらいたいというふうな考え方が私に直接言

った方もおりますけれども、もうそろそろ私も個人的には廃止の方向で議員さんの考えどおり進

めたいなと、こういうふうに思います。今、行政分析の中でそういう、早いうちに決断をさせて

いただくと、こういうふうに思っております。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   私が言いたいのは、敬老福祉年金で、全てのことについて前例踏襲という、そういう物事の進

め方ではなくて、常にやっぱり改革するなり、いろんなそういう合ったような形で考え方を改め

たほうがいいよということを言いたかったんですよ。ただ、この予算書見ると、昨年度と毎年同

じようなものですよ、大体。  

 今年３月３日のこれは新聞に、せたな町の敬老会の在り方について載ってあったんです。これ

も画期的だなと思いましたよ。以前７５歳以上の敬老会対象が、それが将来的に８０歳以上にす

るとかという、そういう考え方なんです。これも、アンケートの結果がこういうようなことで、
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１つは私どもも実際にはそういう状態になっているんですが、例えば敬老会開催する若い人いな

いですよ。自分たちが開催して、自分たちが対象になるような形に今なるんですよ。そうする

と、やっぱり地域によっては敬老会できないような部分、たくさんのそういう地域が出てきます

よ、これから、若い人いないものですから。それから、敬老会のアンケート結果が７５歳以上に

しなさいというのが大変多かったと。以前は今までは厚沢部町は７０歳でしょう。それが将来的

には８０歳というような形にもっていきたいという、そこまでやっぱり進んだ考えがあるんです

よね。  

 こういうようなことで、例えば長寿をお祝いして、例えば米寿の方々に対してはやっぱり厚く

お祝いをしてやるとか、白寿になった場合は幾らだよとかと、そういうようなのに説明してみ

て、本当に気持ちのこもったお祝いの仕方したほうがいいと思います。ただ、慣例的に７０歳に

なったから敬老会やるべきさといったものではないような気がします。だから、そういう節目節

目の改善、改革というものはやっぱり十分私は考えてほしいなと思います。  

 ただ、今回これに対してどこどこここだという、そういう色がないです。ということは大変で

すからね、予算上、どうのこうの言えない。だけど、やっぱり注文として、お互いに町長と一緒

にこういう改善、改革ということに対しては目をつけてみたいなというふうに思っています。そ

ういうことで、あえていたしました。  

 ですから、今年の敬老福祉年金だってどうのこうという議論を今している場合ではないんで

す。来年度に向けてどうかは知りませんよ。だけど、今年はこの予算書の間の議論ではないで

す。その町はそういう変わり方もしている町があるよということで、あえて発言させていただき

ました。  
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委 員 長   町長  

町 長   今、山崎議員が言われるように、確かにいろいろと改革すべきもの、改善すべきものがありま

す。敬老会の賄いの関係も、これ毎年同じことやっているんじゃないかというふうな御指摘です

けれども、敬老会のこの賄いの支援は地域でやるものに町が支援をしますという経費ですから、

こちらからやりなさいじゃなくて、地域がやるところに支援をしますという賄い費ですから、こ

れもし地域で、いや、うちはやらないよ、そっちもやらないよというなら別にこの賄い費を使う

話ではないんです。あくまでも地域主導でやるものに町が支援をすると、こういう敬老会の経費

でございますから、地域でやらない、敬老会を催さないということであれば、その地域はおのず

から外れてくるわけですから、そういうことであくまでも地域重視の考え方で今やっていますか

ら、同じだけくれるから同じ何とかさやれという考え方は毛頭ありませんので、その辺も地域の

ほうでよくお考えいただいて、これからの対策にしていただきたいと思います。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   今のところなんですけれども、敬老福祉年金だとか敬老会の賄い費の関係、町長はやめてもい

いんだみたいな言い方もされていましたけれども、できるだけ町の財政が許すんであれば長く続

けていただきたいということをお願いしておきたいと思います。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   ないようですので、４款衛生費について、１１１ページから１２１ページまで。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   予防費なんですけれども、ページ数でいくと１１４、ここに今年載っているのは、今年の今ま

でやっていた予防委託、予防接種の委託料ということになるんですけれども、今回の予算書の中
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にはコロナウイルスに対する予算というものは一切見ていません。  

 そういう中で今後町といたしまして、町長、もしこの先の成り行きになるんでないかなと思う

んですけれども、当町としてはそういう準備をするのかどうか。ということは、去年の１２月、

インフルエンザの接種をしようとしたら薬がないと。早くしないと打てないよというようなこと

がありまして、病院に行ったら打てたということで、ちょうどキャンセルあってやったんですけ

れども、何かコロナが出てからインフルエンザの接種というのはどのような形になっているの

か。その２点、ちょっとお聞きしたいなと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   予防接種のほうなんですけれども、多分昨年のインフルエンザは結構早い時期からインフルエン

ザワクチンがかなり今年度は足りなくなるよというようなアピールはあったところです。厚沢部町

は１０月の中旬ぐらいから申込みを受けて接種していました。ほぼほぼ人数としては１，０００

人を高齢者は超えていますので、いつもよりもむしろ多いぐらいの接種ができたんですけれど

も、ちょっと遅くなった方は１２月とかはちょっと待ってもらったりですとか、ワクチンの入荷

が来ないというところで御不便をおかけしたかなというふうに思います。  

 高齢者のワクチンは厚沢部町は無料です。無料でできるので、ここは本当に厚沢部町の手厚い

ところなのかなというふうに考えています。なので、ここのところはこれからも、昨年はコロナ

の関係もありましたので１０月までコロナワクチンやっていましたので、ちょっと重なるような

人は気をつけましたけれども、ちょっと時期をずらしてインフルエンザワクチンのほうはやった

ところです。なので、来年度新年度からも同じように、皆さんが一人でも多く受けられるような

状況をつくっていきたいなというふうに考えています。  
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 コロナのほうは、今この予算書の中には来年度のコロナの予算は載せていないですが、今３年

度のコロナの補助金のほうで動いていますが、また４月になると４月以降の４年度の申請のほう

が国のほうから示されてくると思いますので、所要額調査をした上でまた載せていくという形に

なると思います。今のところはコロナのほうは今３回目をやっている状況なので、それ以降は何

もまだ分からない状況なので、来年度ももしかしたら４回目とかがあるものなのか、あるいはこ

の先インフルエンザのように定期というかそういう形になるのかも、まだ全然未定というか分か

らない状況ではあります。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   町民の方に聞かれるのは、今治療薬が出てきたよというような話も聞かれて、当町の病院では

そういうのを使われるんですかというようなことを言われたんですけれども、それは分かりませ

んと。それはいつ頃当町の病院のほうには、そういう治療用の薬といいますか、これは何かこの

先見通しはあるんですか。  

委 員 長   病院事務長  

国 保 病 院 事 務 長   治療薬として薬局なりで取扱いできるという薬品の報道等あると思うんですが、それについて

もいわゆる配分する機関に対しては新型コロナの患者の病床を持っているだとか、そういういわ

ゆる登録、患者さんの治療に当たるそういう機関が優先されると、薬局についても同じでありま

して、そういう道の配分計画の下に配分されているところでありまして、今当院のほうでは取扱

いはしておりません。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   市販薬としては、例えばもう町内、例えば薬局では使えるような状況になってくるんですか。  
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委 員 長   病院事務長  

国 保 病 院 事 務 長   渡島、檜山の薬局、医療機関の中でもその取扱いができるというところは、やっぱり道立江差

病院であったりとか、そういうコロナ病床を保有しているところを今優先して配分しているとい

う形でございますので、ちょっと今のところは見通しは立てておりません。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   それと、補正のときにも聞いたんですけれども、小さい子ども方、３歳児からですか、今は、

それから１１歳までの、満１２歳になった場合にはワクチン接種できるよと。当町として今の場

合だったら３回目までやっている中で、１２歳の誕生日過ぎた場合に、そういう人方の案内とい

うのはこれから出すんですか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   この３月まで１２歳になる子には、保護者宛てに案内を出しております。うち１年間で２７名

が対象だったんですけれども、秋口ぐらいまでは半分もいかなかったんですが、この２月、３月

に誕生日を迎える子が何人かいまして、今現在予約も含めると２１名まで１２歳の子で受けるよ

ということになっております。今１２歳の子をうちの町で受ける体制がないので、江差町の広域

で受けられるようなところに申込みをしている状況です。  

 今やろうとしている５歳から１１歳の子どもの対象は１回目なので、そこで例えば１１歳の子

で途中で１２歳になったときには、今の子どものワクチンを２回目も接種していいというふうに

されていますので、その辺の年齢が途中で変わる子には要注意をしながら指導していきたいなと

思っていますし、今後１２歳になってくる子どもの対象に対しては、各町もそんなにたくさんの

あれではないので、どこかで１つ集めて、ワクチンも１バイヤルから何本というのを取りますの



－１０６－ 

で、その数に合わせたのを集めてというようなやり方がこれからされていくのかなというふうに

考えています。今は江差町が取りまとめていただいています。  

委 員 長   審議の途中ですが、１５時４５分まで休憩します。（１５：３１）  

委 員 長   休憩前に引き続き審議を続行します。（１５：４５）  

委 員 長   衛生費、ありませんか。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   国保病院の特別会計の繰出し、１２０ページの衛生費の国保病院事業の特別会計繰出金の関係

でありますが、運営費というので２億円というような形を見ておりますけれども、さきの補正で

上げましたように令和３年度は約５，０００万円弱の補正を組まなければならないような事情が

発生して、そういうことで大変病院経営も厳しくなっているわけなので、２億円というのは事務

長が大変な御苦労して提案出したんだと思うんだけれども、ここの病院経営の見通しというよう

なことをちょっと紹介していただければというふうに思っております。  

委 員 長   病院事務長  

国 保 病 院 事 務 長   国保病院特別会計繰出金の運営費分２億円に係る経営の見通しという部分になってくるかと思

うんですが、まず、こちら２億円予定額として予算としていただく中で、病院の立てた予定とい

うことで年間の患者数、入院を１万２２０人、これ後ほど特別会計の資料に出てまいりますが、

それと外来を１万５，５２０人、１日平均で入院患者２８人、それから外来を６４人目標に頑張

っていくというところでの計画でございます。  

 当然、令和３年度最終補正で入院患者については最終的に１日平均で２０人に満たない状況と

いうのがございまして、計画としてはかなり実態とちょっと離れているんじゃないかというとこ
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ろの御心配もあるのかなと思いますが、当然入院単価というのは非常に大きいものがございまし

て令和３年度入院患者については確かにちょっと伸び悩んで少なかった部分があるんですけれど

も、これが例年同様１日平均２０人から２５人というところになってくれば、非常に入院収益の

ほうもぐっと伸びてまいります。その中で今回全体の病院経営をある程度カバーできて、最終的

に令和４年度当初の段階で２億円で申請させていただいて、決算においてもそれに近い形のもの

が残せたらなと、そのような形で考えております。  

 以上です。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   病院の会計は、なかなかそれを固める資料というのは難しいんだろうと思うんですよね。やっ

ぱり今事務長が言われたように、入院患者が多いとそれだけ採算がよくなるけれども、少ないと

一気にもう落ち込んでしまうという、そういうようなことなので。しからば入院多くしてもらう

といういセールスするわけにもいきませんので、なかなか大変だと思います。  

 だから、そういう意味でできれば本当に地元の病院として町民の人方みんながやっぱり第一に

地元の病院の窓をくぐってほしいという、そういうことをひとつ行政のほうからも町民にお願い

をするということも大事だろうというふうに思っています。頑張るんだろうと思いますので、よ

ろしくお願いをして、何かしらちょっと２億円でどうかなという逆にそういう気もしていますけ

れども、頑張ってください。答弁はいいです。  

委 員 長   ほかにございませんか。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   １１５ページになるんですけれども、南部桧山衛生処理組合の負担金ですけれども、もうかな



－１０８－ 

りの年数がたっているので多分かなり修理費が出てきているんじゃないかなと思うんですけれど

も、当町のほうは合併浄化槽でかなり進んでいて、利用というのはどの程度の利用があるのか。

それと、今後の見通しとしてどう捉えるのか。その２点について説明していただきたいと思いま

す。  

委 員 長   住民税務課長  

住 民 税 務 課 長   南部桧山衛生処理組合負担金のお話でしょうけれども、ちょっと利用状況、要は合併浄化槽の

お話出ているということは、逆に言うとくみ取りの件数とかということでしょうか。そちらのほ

う、ちょっと今手元データがないので、ちょっと確認後お知らせしたいと思います。  

 また、今後の見通しという面につきましては、やはり衛生処理組合の各施設ですね、し尿処理

に関わらずごみ処理場なんかもかなり老朽化が進んでいるのは現状で、毎年計画的にその修繕費

だとか予算計上させていただいています。ただ、やはり費用負担を考えたときには、なるべく延

命化して長い期間使うというのも住民の負担も少なく済みますので、１０年、１５年サイクルで

今後どういう形で、最終的には施設の新設ということが必要になってきますので、それをどう考

えるかというところで構成町でまだ検討している段階ではございます。  

 以上です。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   町内のここの利用というのは、どの程度割合、合併浄化槽使っている、集落排水使っている、

個人の浄化槽ある、その割合と、この衛生処理組合を利用している割合というのはどの程度にな

っているのか。そして、この３町の中でこれを見ますと利用実績によって負担金が決まっている

ように書いて説明あるんですけれども、その辺についてはどのようになっているか併せて説明し
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ていただきたいと思います。  

委 員 長   住民税務課長  

住 民 税 務 課 長   先ほどの答弁と重なるんですが、この負担金というのは確かにおっしゃるとおり人口割合と前

年度の利用実績の割合で算出しておりまして、ただ、利用実績割合というのは、その受入れトン

数だとかということで算出されております。  

 町内のどれぐらいの割合が使っているかというのは、ちょっと世帯数と浄化槽を設置している

件数とかとちょっと比較して推計しなければいけないものですから、件数となると、そちら後ほ

どちょっと確認後、ちょっと答弁させていただきたいと思います。  

委 員 長   建設水道課長  

建 設 水 道 課 長   浄化槽と生で流している家と、全体では厚沢部町約１，９００戸ぐらいのうちで、浄化槽が約

３５０、それから生で流している家が約９４０、ですから９４０の３５０、１，２９０なので

１，９００から１，２９０を引いて、くみ取りは６００件ぐらいかなと。ただ、浄化槽の家も１

年に１回とか２年に１回、底にたまった汚泥とかをくみ取って、この処理組合のほうに持ってい

ったりしていますので、そのような感じであそこの富栄の処理場を使われているのかと思いま

す。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   今、建設課長のほうから説明受けました。そういう中で、やはりこの施設というのは今後とも

やっぱり必要というように思うんですけれども、そのためには今後も管理が非常に面倒になって

くるんじゃないかなというふうに思いますので、今後やはり、多分うちのほうからも議員の方が

行っていると思うので、そういう方々とちょっと見合った中で今度どうしようかというようなこ
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とをやはりきちっと話し合って向かうべきじゃないかなというふうに思います。  

委 員 長   住民税務課長  

住 民 税 務 課 長   おっしゃるとおり、やはり施設の老朽化というのは目に見えて老朽化しているわけです、年数

も経過しております。今後やはり、ただ大きな施設ですので長期の利用スパンで考えていく、そ

して負担をどう軽減していく、あとはどう有利な補助金が得られるかというところが重要になっ

てきます。ただ、逆に言うと短期で答えがちょっと出ない問題でもありますので、現状施設をき

ちんと管理して不便のないよう有効に活用しながら、ちょっと今後の方策を広域的に検討してい

くことになるかと思います。  

 以上です。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   １１１ページの１８節です。ドクターヘリの関係です。令和３年でもいいです、２年でもいい

です、どちらかでいいですけれども、救急搬送された中身、例えばけがとか心臓疾患とかとい

う、その内訳ちょっと教えてもらいたいと思います。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   中の内訳までちょっと今資料がないんですけれども、一応要請件数と実際ヘリが飛んだ数は、

令和３年度、今３月昨日時点までの件数はちょっと確認はしてきたんですが、令和３年度は要請

が１５件あってヘリが飛んだのが１０件というふうに聞いております。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   １５件のうち１０件ということですね、はい、分かりました。  
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 それと、負担金ありますよね、負担金。ここ二、三年で負担金というのは、これ増えているん

でしょうか、減っているんでしょうか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   このドクターヘリの運営運行費負担金は、均等割と人口割でそれぞれの１８市町村で分けてい

るんですが、厚沢部町のほうは大きな変化がなく、大体新年度の予算と同じような推移をしてき

ています。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   コロナが発生してから２年、もう３年目に入って、あれ１月ですよね、だから今３月ですから

２年と２か月ぐらいですか。コロナが発生して緊急隊員が搬送中、搬送が原因でコロナ感染とい

うのは桧山広域行政組合にはあったんでしょうか、なかったんでしょうか。  

委 員 長   保健福祉課長  

保 健 福 祉 課 長   桧山広域全体でという報告は受けてないんですけれども、厚沢部町の消防関係ではないと思い

ます。  

委 員 長   ほかにありませんか。（発言する声なし）  

委 員 長   それでは、先ほど山崎委員のほうの質問で、種芋の品種の面積を農林課長のほうから御説明が

あります。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   先ほど浜塚委員のほうから御質問ありました２６年産と現状の比較というところです。  

 まず、合計面積なんですけれども、２６年が２０５．１９ヘクタール、令和３年度で１８７．

０８ヘクタールと減少しております。  
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 品種で見ますと、平成２６年当時は生食用のもの５品種、近年ではそれに加工用、ポテトチッ

プス用になります、この２品種が追加された７品種、種芋として栽培されている状況でありま

す。  

 以上となっております。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   それじゃ、右端２つ、オホーツクチップ、アンドーバー、これ、どのような用途、用途です

ね、それと、どちらのほうで栽培される品種なのかというのは分かりませんか、参考にお願いし

たいと思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   オホーツクチップ、アンドーバーにつきましては、ポテトチップス用加工用になります。どち

らのほうでという、ちょっと作付エリアですか、主産地等は把握しておりませんが、厚沢部町で

も導入された品種でありますので、全道的に作付が可能な品種なのかなとは考えております。こ

の辺については、種子馬鈴薯耕作者組合さんと農協さんのほうで作付導入をされているものであ

りまして、今はこういう状況になっているということであります。  

委 員 長   それでは、第５款労働費について、１２２ページです。労働費。（発言する声なし）  

委 員 長   ないようですので、第６款農林水産業費について。  

委 員 長   １０番、佐々木委員  

佐 々 木 委 員   １３６ページ、委託料の歩道維持補修ということで、これ太鼓山じゃないかなと思うんですけ

れども、この延長と委託料、そして、草を刈っている回数についてお願いします。  

委 員 長   農林課長  
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農 林 課 長   歩道の延長でありますが、太鼓山全線草刈りを実施しております。延長としましては１万５７７

メートル、これを刈っております。回数については１回刈るという形かと思いますけれども、回

数については確認の上、１回刈りだと思いますが、確認させていただきたいと思います。これに

ついては、業者さんのほうに委託をして実施しておるところであります。  

 林道の委託でありますが、来年度令和４年度におきましては林道維持補修業務といたしまして

……  

委 員 長   歩道の分。  

佐 々 木 委 員   メートル当たりの単価でもいいです。  

委 員 長   歩道維持補修委託料。  

農 林 課 長   歩道の部分の砂利補修のことで。  

佐 々 木 委 員   草刈りの部分です。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   歩道の維持補修ですが、これにつきましては、太鼓山林道の草刈り業務と維持補修として砂利

敷きを考えております。砂利敷きにつきましては、太鼓山の歩道の維持補修でありますが、延長

といいますか、材料としまして砂利６０立米見込んでおります。それの砂利補修６０立米を現地

確認しながら支障のあるところにその６０立米を入れていくという形で、延長というものは積算

上は出てこないのかなと考えております。その６０立米を敷く上で必要なバックホーですとか重

機運搬、こういったものの経費を見たものを予算計上させていただいております。  

佐 々 木 委 員   メートル当たりの草刈りの単価、メートル当たり幾らですか。  

委 員 長   農林課長  
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農 林 課 長   歩道の維持、草刈りの労務単価ということでよろしいでしょうか。  

 単価としましては、１万７，３００円となっております。  

委 員 長   メートル当たりだね。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   積算上はメートル掛ける労務単価というような積算はしておりませんで。あと、単価とその延

長に関わる、先ほど言いましたように１万５７７メートルを約２０日間の工程で実施するという

ふうな積算になっております。  

委 員 長   １０番  

佐 々 木 委 員   １日の労賃をお願いします。  

農 林 課 長   １万７，３００円です。  

委 員 長   よろしいですか。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   １２４ページです。農地情報公開システム用データってありますけれども、これちょっと私初

めて聞きましたものですから、これは組織名というか会社名というんですか、これ言ってもいい

かどうか分かりません。ザルビオという、ここでやっているものだと思いますが、内容ちょっと

分かりましたらお知らせ願いたいと思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   農地情報公開システム用データ作成業務委託料の御質問だと思います。  

 これにつきましては、国のほうで農地情報公開システムというものを持っております。私ども
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農業委員会のほうにも農地台帳システムと町内の全部の農地の賃貸借、所有者情報入ったものが

あります。これを個人情報を伏せた状態で国の公開システムと連動させるという業務が、農業の

ＤＸ構想と言いますけれども広くデジタル化して共有を図るという、その一環で私どもの農地台

帳システム、これを吐き出して国のシステムに上げると。そのときに一定のちょっとシステム上

のデータ変換が必要になってきます。これについては保守管理をお願いしている委託業者さんに

委託して、載せられるようなデータに変換していただくというような業務になっております。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   実際どういうようなものに役に立つデータをつくるということか、ちょっと私今の説明、ごめ

んなさい分からないものですから、すみません、もう一度簡単でいいです、お願いします。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   国の農地情報公開システムですが、国では農地の貸し手がいない、借り手がいない農地だとか

というものを担い手に集積するというような取組の一環の中で、ちょっと厚沢部町にはなじまな

いんですけれども、例えば府県であれば地元には誰も担い手がいないと、そういったときに町外

の人がそのホームページを見てその地域に借りられる農地があるだとか、そういったものを閲覧

できるといいますかネット上で確認できると。そして、その地元に農地の相談に行くだとか、そ

ういったことに使うといいますか、耕作されない農地を発生させないということで、広く閲覧に

供して農地の貸し手を募集するというようなものに使われるシステムになっております。  

委 員 長   ９番、高田委員  

高 田 委 員   私も実はこれ分からなくて聞こうかなと思っていたところなものですから。これ、ここの中に

農地情報閲覧用備品購入費ってあるでしょう、この備品って何なんですか。  
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委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   農地情報閲覧用備品購入費、これについてはタブレットを考えております。農地情報公開シス

テムとは全くちょっと違うんですけれども、今、農地相談に来られる方がいます。どこどこ、例

えば大丁岱のどこどこの隣の農地だとかということで相談に来られる方がいらっしゃるんですけ

れども、実際に私ども職員でも場所を特定するには航空写真だとか見ながら場所を教えてもらっ

てやるんですけれども、なかなかパソコン上でやるものですから、お客さん来たときに自分の机

の横に立ってもらいながら見たり、現地に行って案内してもらうとかといって場所を探すんです

が、それを今タブレットに航空写真の映像だとか画像だとかを取り込んで面談しながら紙を見る

ような感覚で、ここの隣の農地なんだとか、あそこのどこどこにある農地なんですといったら、

それでタブレットで場所を特定できる、そういったものに使うための機器を購入したいと、タブ

レットを購入したいということです。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   １２６ページにありますけれども、ジャガイモシストセンチュウ低減対策事業費補助金２０万

円ですけれども、現在の発生圃場は何筆で面積はどのぐらいあるのかということと、この低減対

策は何をやるのかということを御説明をお願いします。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   ジャガイモシストセンチュウ発生補助につきましては、近年ちょっと発生圃がないものですか

ら、ちょっと正式な数字はちょっと後ほどお知らせしたいと思います。  

 この低減対策事業の補助金なんですけれども、新規にシストセンチュウの発生圃だという圃場
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が出てきた場合に、土壌かん注、薬剤による土壌消毒ですね、このかん注に要する薬剤費の補助

ということでやってきているものであります。これ町で２０万円、農協さんであと残り半分を拠

出して発生圃の土壌かん注による密度低減なり封じ込めを図るというところの薬剤に対する補助

金であります。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   そしたら、新規の発生圃場を確認するのは、これからの作業ということになるんですか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   例年、農協とシストセンチュウ対策協議会というのを農協さんで持たれております。その中で

例年ですと多分７月ぐらい、シストセンチュウの卵が目視できるのが大体その時期頃のようでし

て、一応町内の圃場を抽出して、ああ、抽出じゃないですね、種芋圃場だとか全筆抜き取り、圃

場の脇ですけれども抜き取りして、根を見てセンチュウの卵がついているかどうか、そういう確

認を普及センターだとか関係機関一体となって抜き取り調査やっています。その中でシストセン

チュウがついている圃場があれば、そこで判明するという形になります。あとは、個別に怪しい

圃場があれば確認をして同定をするというような形になろうかと思います。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   調査の方法というのは大体私も分かるんですけれども、そしたらこの４月ぐらいに種芋作付す

るところ全筆と、それと怪しいところ、どこが怪しいのかちょっと分からないけれども、怪しい

ところを検査して、もし発生していたらかん注するということでいいんですね。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   あくまでもシストセンチュウ対策協議会の取組の中でありますので、私どもも参画しておりま
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すが、４月ではなくて７月に抜き取り調査実施しております。なので、春の植付け前にというと

ころを御心配されているとは思うんですけれども、その辺は今発生した圃場については徹底した

封じ込めをされていると思いますので、なかなか４月に判明するというのも難しいのかなとは思

うんですが、一応７月ですとか定期の調査だとかにおいて見つけていきたいと考えています。  

委 員 長   ７番、上戸委員  

上 戸 委 員   それはシストセンチュウ対策協議会のところで決定するんだといえばそれまでなんですけれど

も、７月というと大体、芋、メークインでも植えてから最盛期になるわけですよね。そうした

ら、そのとき調査するんでなくて、やはり植付け前に検査するという方向が望ましいんではない

かなというふうに思うので、その辺も考え合わせながら対応していただきたいなというふうに思

います。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   前は、芋の作付予定圃場の土を土壌検査、数は多いと思うんですけれども、そういうふうにや

ってもらいたいというようなことにも聞こえます。今までもそういうふうにやっていたのかなと

思っていたものですから、その辺はもう生育状況を見ながら怪しいところの特別検査ということ

でやっているということですね。そしたら、前やっていた土壌検査というのはやってないという

ことなんですか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   失礼しました。活性化センターの事務所使いまして土壌検診というんですか、一応作付予定の

圃場の土を取って顕微鏡で冬の間に卵があるかどうか探すという作業はやっております。だか

ら、すみません、そこで見つかれば作付できないという形にもなります。  
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委 員 長   よろしいですか。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   今の馬鈴薯の関係ですけれども、それは来年度の作付圃場が決まったら、全部土壌を公社のほ

うに持っていってもらって、そこで全部検査しています。そして、そこでもし何かあった場合に

はもう作付中止というふうに、そういう指導を受けています。  

委 員 長   そういうことです。よろしいですか。  

農 林 課 長   観察して、発生圃があるかどうか確認しております。  

委 員 長   ほかにありませんか。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   ページ数で行きますと１２４ページになります、農業振興費です。  

 この中で一般質問したんですけれども、地域目標地図、これを人・農地プランの中でやるとい

うことで、課長のほうは２年間でやりますよというような、地図を作りますよというような答弁

をいたしました。そういう中で今年の予算の中ではどの部分で、ここに厚沢部町地域農業再生協

議会事業費補助金というのがあります、この中でやるのか、どの予算を使って目標地図を作成す

るのかについて答弁願います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   人・農地プランの実際の目標地図作成の進め方でありますが、特に予算の計上はしておりませ

ん。と言いますのも、地域で話合いを開催していただいて、そこに私どもですとか関係機関が一

緒に行って、将来のことを話し合って地図を作るという形ですので、既存の農協さんで持ってい

るデータですとか町で航空写真から農地の地図だとか図面化したものを地域に使ってもらうよう
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に提供したりだとか、既存の資料なりそういったもので十分まずは話合いには耐え得るかなと考

えております。実際になかなか話合いの中で課題が見えてきて、その中で何か経費を計上した上

で進めなければいけないという場合には、国の補助事業もありますので、そういったものの活用

も今後は検討してまいりたいと思います。まずは、地域に手弁当で入らせていただくという形を

考えております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   現在のところで、４月になると各地域に入って説明ということになります。その時点で今の

人・農地プランの目標地図については説明をきちっとしてほしいなというふうに思いますけれど

も、予定していますか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   これにつきましては、なかなか４月集まっていただくのも大変だと思っております。ついて

は、例年実施しています転作受付、これが割と各集落単位で実施しているものでありますので、

その中で転作のお話と併せて今後こういうものを話し合っていきませんかという声かけをさせて

いただこうかと、それ４月の中ぐらいになると思うんですけれども、まずはそういう一声かけさ

せていただくというふうに考えております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   課長ね、大事な地図を作るわけですから、きちっとやっぱり農家の方々に理解してもらうよう

な資料提供して、きちっとした目標地図を作ってほしいと。何か今の場合だったら、何となく軽

く考えているなという感じしているんですけれども、大事な地図ですので、これが将来の厚沢部

町の農業地図になるわけですから、その辺についての農家の人に対する説明は十分分かりやすく
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説明していただきたいなというふうに思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   御指摘のとおり大事なプランともなりますので、その辺は丁寧にさせていただきます。  

 また、町だけでできるものでもありません。これやはり地域の皆様が一緒に考えていただいて

作るものですので、そういう話合いが充実するように町としても努めてまいりたいと考えており

ます。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   ぜひ農林課長、その辺きちっとやっぱり進めていただきたいというふうに思います。  

 次に、ページ数で行きますと１３１ページになるんですけれども、農業活性化センターの管理

運営事業費ですけれども、ここにはちょっと載ってないんですけれども、説明も載っていませ

ん。そういう中で今年度の試験内容、どんな試験をやるのか、それについて説明していただきた

いと思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   活性化センターの令和４年度の試験課題ということですが、今年度においては、今継続して堆

肥の施用効果試験だとか、そういったこれまで続けてきた継続的に見る試験と併せて、サツマイ

モの新品種ですね、農研機構で開発してきて、すみません、ちょっと名前は今思い出せないんで

すけれども、その新品種が割と北海道に適性があるという品種でして、これについて試験栽培し

てみようということで今種の調達に向けて手配をしているところであります。活性化センターで

わずかな種子しか手に入らないんですが、まずは展示圃というような形でまずは見てもらって、

品種の特性を把握してまいりたいなと、こういったものが新しくやっていこうと考えているとこ
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ろです。あとは、引き続き土壌分析等は適切に実施してまいるというふうに考えております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   課長、そのサツマイモの名前はゆきこまちというサツマイモです。これは、北海道のほうで試

験的に作って個人には渡さないと。農業活性化センターみたいなところでなければ芋は渡さない

よというようなことで課長にお願いした経緯ありますけれども。そういう中では、一緒に今これ

から重要視されるのが紅はるかと、もう一つ水稲、有望なこれから伸びていくという３品種あり

ますので。なぜ試験をやってほしいかというと、今九州はもう全滅的に、四国、それから茨城ま

でもうサツマイモの皮膚病という病気がまん延して、ほとんどサツマイモが皆無というような状

況にあるそうです。そういう中で、まだはっきり決まってないんですけれども、当町にも２ヘク

タールほどの面積を作ってくれませんかというような要望来ています。それは苗がないわけで

す、これも。活性化センターのほうでもしできれば、紅はるかなりの種の品種の苗を作れないも

のかというふうに思うんですけれども、その辺はどうですか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   サツマイモの苗の供給という御質問ですが、苗につきましては、これまで活性化センターは試

験機関と、農業振興公社が苗供給を行うというような、ある程度試験部門と受託部門に分かれて

実施してきた経緯にもありますが、なかなかサツマイモの苗、種子から出てきた苗を収穫して供

給するというところは、なかなか活性化センターでも大きな面積をやるとなると、なかなかちょ

っと難しいのかなと思っております。２ヘクタール作付の意向があるということでしたら、そう

いったそれに取り組まれる生産者の方々と私どもとか公社とかで話をしながら苗の供給体制を構

築していくことになるかなとは思っていまして、ただ、公社も今受託作業、小麦ですとかの作付
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が増えてなかなか受託作業も過密になってきているというふうにも聞いておりますので、その受

託業務の中で本当に苗供給をそこまでできるのかというのは、話を詰めた上で決定していきたい

なと思っておりますので、現時点では何ともちょっと申し上げられないというところです。協議

は進めていきたいと考えています。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   実は、札幌市内でこれ苗を今作っているんですけれども、ですけれども、種子法の改正によっ

て自分のところで作るサツマイモについては苗を供給できますけれども、ほかに売ってはならん

というような大変厳しい今現状下にありまして、苗を供給してもらえなくなりました。そういう

ことで、もしこれから本当にこのサツマイモが多分北海道のほうに主体性として栽培が伸びてく

ると思うので、今からその準備をすべきでないかなというふうに思います。  

 それともう一点、前、試験的にやっていた落花生なんですけれども、もう北海道のほうが主流

産地になってくるんじゃないかと。もう芽室町のほうでも、十勝の芽室町辺りでも大々的に今進

めてきています。そういう中で、ぜひ落花生の試験栽培もやっていただきたいなと、その辺はど

うですか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   次年度に当たっての試験課題への反映というところであれば、いただいた今のようなお話を、

実際には次年度の事業計画というのは活性化センターの運営委員会、この中でもんで決めていく

ことになります。実は来週、運営委員会の開催を予定しておりますが、その中でもしそのような

要望というものがあれば検討、その会の中で意見をいただくことになろうかとは思うんですが、

ちょっと私思うに、個別の落花生ですとか、やっぱりなかなかこれからの生産、新規の作物とい
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う形にもなりまして取り組む上で、誰かに言われたからちょっとやってみようかというスタイル

ではなくて、やっぱり生産から実施まで結びつくものというものの考えも必要かなと思っていま

す。ですので、ちょっと運営委員会の中でいろいろ委員の皆さんからお話をいただいた上で、ち

ょっとその落花生の部分については検討してまいりたいなと思います。令和４年度に取り組める

かどうかというのは、ちょっと検討させていただきたいなと思っております。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   今年から農業再生協議会の中でも多分もめると思うんですけれども、そういう中で高収益作物

を作りなさいというような１項目あるわけです。この高収益作物というのはどの作物、厚沢部町

で今作っている作物でどの部分を指しているのか。これはこれから説明するわけですから、その

辺で多分質問あった場合に答えなければならないと思うんですけれども、どの品種、作物を高収

益作物として捉えるのか、この辺は課長はどう考えていますか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   来年度の水田活用見直しの部分での高収益作物の考え方だと思いますが、これまで厚沢部町水

田ビジョンというものを毎年見直して作っておりました。その中で高収益作物として位置づけて

いたのは、過去からずっと続いているのはアスパラですね、立茎アスパラ、施設園芸の部分につ

いては、やっぱり高収益化が図られるだろうというところで位置づけをしているところです。  

 ただ、次年度以降どのようなものがいいのかと、どのようなものが高収益としてみなせるのか

というところで、今まだちょっと事務局の中ではもんでいるところなので何とも言いづらいんで

すけれども、アスパラは高収益化が図られる作物ということでこれまでも来ましたし、これから

もそのようになるのかなと思っております。  
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 また、国・道の単価、国・道からの枠で配分受けるものですね、そういったものは道の枠が特

に、一般質問でもありました、町長が道の加算があるんだろうというようなお話もしたんですけ

れども、ちょっと流動的です。牧草にはつくけれども、ほかの作物に支援しないだとか、要は今

の牧草に加算をつけるとなると道枠が薄まるので、地域の枠、本来は厚沢部町で配分が決められ

るものを吸い上げて牧草に使うという格好になりますので、地域独自で使えるものが薄まるとい

う可能性もございます。なので、そういった動向を見ながら、高収益作物とするのか、それとも

野菜ですとかこれまでの転作の単価をどうしていくのかというのを、ちょっと今苦慮、本当に担

当も苦慮しているところでして、来週以降再生協議会ありますので、その中で御意見いただきな

がらまとめていきたいと、今はそのようにしかちょっと申し上げられないのかなと思っておりま

す。  

委 員 長   １番、中山委員  

中 山 委 員   課長も大変悩んでいるというようなことで、多分そうだろうなというような感じするんですけ

れども。やっぱり今まで作ってきた、基幹的に作ってきた例えばメークイン、それからブロッコ

リー、そしてアスパラは当然入ってくると思いますけれども、そういう中で今後やっぱり厚沢部

町で作っていかなければならなくなるような作物をぜひ考えていただきたいなというふうに思い

ますので、ぜひ悩んで、いい結果を出していただきたいというふうに思います。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   １３４ページです。一番上、林業振興費の報酬あります。これ、前年から見ると１１０万円ほ

ど報酬の額が上がっております。長年議会でもお願いしたいというようなことで、ようやく実現

したのかなということでありがたく思っております。  
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 そこで、ちょっと感じが違うというんですが、有害鳥獣駆除には広域実施が有効だと思いま

す、広域で実施すること、有害鳥獣をね、が有効だと思います。それで、課長、分かる範囲でい

いです。新聞で道も国も広域でこのことに取り組みたいという新聞報道があったんですが、何か

そのような情報ありましたらお知らせ願いたいと思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   広域実施という御質問だと思いますが、広域実施、ちょっと桧山管内ではないのかなというの

は承知しているんですけれども、全道的にどのぐらい普及しているものだとか取組があるかとい

うのは、申し訳ありません、今時点ではちょっと把握はしておりません。  

委 員 長   ８番、浜塚委員  

浜 塚 委 員   何回も言うようですが、広域実施が有効だと思います。それで国も道も本格的に腰を上げる

と、だから、実際どんなことをするというような部分ではないんですけれども、取り組むという

そういう報道があったものですから、もし分かる範囲でお願いしたいということだったんです。

分かりました。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   １２６ページですが、農業生産安定化特別対策事業費が前年対比３００万円減額された予算に

なっております。この根拠について伺いたいと思います。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   これは、農業共済収入保険の掛金に対する助成をしているものでありますが、これにつきまし

ては、毎年予算に不足なく予算措置をしているところであります。令和３年度におきましても約

１，２００万円、１，３００万円程度で全ての掛金の助成を終えているというところでありま
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す。１２月に農協さんのほうから要請という形で共済の掛金助成の継続実施という要請もいただ

いております。その金額と同額、農協の要請額と同じ額を予算計上しておりますので、不足ない

ものを予算措置しているということであります。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   それ、農業共済の収入金の日にち補償というような形でここ二、三年ほど前から変わったんで

すが、どういうような収入保険、どのぐらい件数的に、そういうのの分析はされていますか。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   収入保険の部分に対しての掛金の状況ということでよろしいでしょうか。  

山 崎 委 員   収入保険に厚沢部町のほうの農業者の方々が何割ぐらい、どのぐらいの割合で加入されている

のか。また、収入保険以外でもいろいろな保険に加入する方法があるわけですが、その辺のとこ

ろを分析したものがありましたら。また、まるっきり入っていないという、そういう方もいるや

にも聞こえていますので、そういう方がもしいるのかいないのか、その辺の確認もしたいと思い

ます。  

委 員 長   農林課長  

農 林 課 長   加入状況でありますが、収入保険に加入されている方、今回の令和３年度の助成対象となった

方６０戸おられます。全体で共済の加入者何人いるのかと言いますと１８１名、このうちの６０

名が収入保険に移行されていると。ですので約３分の１でしょうか、その程度の方が今収入保険

に移行されたという状況であります。残りの３分の２の方は、今までどおりの共済に加入されて

いるというところです。  

委 員 長   農林課長  
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農 林 課 長   未加入という、共済保険であれば、米ですとか強制的に加入されるもの、それについては加入

がされていると思っております。ただ、そのほか任意加入のもの、これについては未加入者がい

るかどうかは、ちょっと今現時点ではちょっと承知をしておりません。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   かつては米であるとかというのは、当然加入、入りなさいというふうにあったんだけれども、

今は当然じゃないですね、任意になったんです。だから、お米作っていても入らなくてもいいこ

とになっているんです。それと同時に、やっぱり６０戸の収入金ということなんですけれども、

私の希望としましては、やはりこのぐらいやっぱり価格面の変動が激しくなると、やっぱり収益

が大きいのでないとなかなか農家の損失も救われないと思うんですよ。量ではないんです、も

う。価格がすごくやっぱり変動していますので、それを保障するとなれば収入金を受けるよりな

いんですよね。ですから、やっぱりある意味では、これからは６０戸ではなくて、もっともっと

ウエートを高めてほしいなというふうに思います。そうでないと、なかなか本当の意味の保険と

いうものは効果が出てこないというふうに思います。そういうことで、そういう指導のほうもよ

ろしくお願いしたいと思います。  

委 員 長   町長  

町 長   先般、道南農済の所長さん以下担当の方々４名でおいでになった際に、この収入金保険がなか

なか厚沢部町が進んでいかないと、こういうお話の中で、これは国政でやっている保険ですか

ら、これの条件の中には青色申告だとか、それぞれの農業経営の全部出す格好になるわけです。

ところが、今３分の１ぐらいしか入らないという状態の中で、町があえて入らなくても町が保険

料カバーしているから進んでいかないんじゃないかという、逆に言うと町が国政を妨害している
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んじゃないかというふうな捉え方もあるようで、ただ、青色申告者でなければ収入保険がなかな

か入れないという条件があるものですから、この辺を速やかに農家の方々に勧める。これは、本

当は農家の青色申告というのは、ほとんどが組勘利用ですから青色申告はいたって簡単にできる

話なんですよ。ただ、それがなかなか進まないというのは、本当にこれ妨害しているのかなと思

ったりして、いろいろ私のほうもどうあればいいかなと共済の所長のほうともいろいろこれから

も協議してまいりたいと、こういうふうに思っています。  

委 員 長   ２番、山崎委員  

山 崎 委 員   例えば、昨年度暮れにお米の値段がものすごく下がりましたね、２，０００円幾らとかと。そ

ういうのがやっぱり収入保険であれば救われる道があるんですよね、量でないんです、価格で

す。今ちょっとしたことで価格がどんと下がってみたり、いろんな変化が激しいものですから

ね。そうしてもやっぱり厚沢部町は、特にいろんな畑もあるし田んぼもあるし、いろんな品目、

野菜も品目作っていますので、その中で価格変動が激しいものがたくさんあるんですよね。だか

ら、それを救う道というのは、収入保険というのはいい方法だなと思ったりもしています。そう

いうことで、町は掛金助成しているわけですから、できればその掛金助成の在り方についても検

討しながら、収入保険を引っ張って多く加入してほしいなというふうに思ったりもします。  

 もう一つは、今、共済組合が道南のほうに統合されまして、ここには事務所のほうに誰もいな

い。だけども、常に連絡は取れるようになりますし、またこちら連絡すれば、職員方は直ちに厚

沢部町に出向くというような、そういう話も聞いておりますので、できればどこかに居場所をつ

くってあげたりして、大いに活用しながら農業の保全の体制をつくってほしいなというふうに思

っていますので、お願いしたいと思います。  
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委 員 長   審議の途中ですが、本日はこれをもって散会します。  

委 員 長   明日は午前１０時から開会します。  

委 員 長   皆様、お疲れさまです（１６：４８）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


